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ど
う
な
る
？  

ど
う
す
る
？  

竹
田
市

行
政

産業

事業の見直し
　合併して４年が経過しましたが、この間に時代は
大きく変わりました。総合計画、合併協議で示され
た方向性、さらに現在進行中のケーブルテレビ事業
の見直しも積極的に行います。

緊急経済対策への対応
　去る５月 29日、国は地方自治体に対して、緊急の
経済対策を打ち出しました。
　まさに自治体の経営力が試されることになります
が、今回の交付金の使途に対しては、次の２点を機
軸に対応します。
①経済浮揚に必要な政策は、対話によって生み出さ
　れることから、ТОＰ懇談会を地域や組織、企業
　を対象に開催し、生の声をコーディネートして政
　策化していきます。
②今回の交付金は、後年度に負担を残すものであっ
　てはなりません。必要なのは、後年度利益を生み
　出すことです。利益は経済的な力はもちろん、コ
　ミュニティーの再生や文化の構築なども含みます。

第
２
回
（
６
月
）
定
例
会　

市
長
所
信
表
明
か
ら

地
場
産
業
の
確
立

　

農
業
、
商
工
観
光
、
誘
致
企
業
の
育
成
に
加
え
、

伝
統
工
芸
な
ど
の
復
活
に
よ
る
『
竹
田
ら
し
さ
』

の
産
業
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流
の

実
績
を
産
業
振
興
に
活
か
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
・
竹

田
研
究
所
・
商
工
観
光
課
な
ど
官
民
一
体
と
な
っ

た
組
織
編
成
を
視
野
に
入
れ
、〝
力
を
束
ね
て
〟
潜

在
能
力
に
火
を
つ
け
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
連
動
さ
せ
、
商
工
会
議
所
で
取
り
組

む
地
域
活
性
化(

パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
と
実
現
事
業)

組
織
を
地
域
商
社
と
し
て
育
て
る
基
盤
を
つ
く
り

ま
す
。
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ＴＯＰ懇談会
　今、行政に求められているものは、対話の中
から生み出される地域住民の意思を組み入れた市
政運営です。そして、竹田市特有の個性を伸ばす
独創性のある政策で地域を、竹田市を再生してい
かなければなりません。
　そのためには、地域が何をしたいのか、行政に
何を求めているのかといった市民の皆様の生の声
をお伺いすることが必要です。その声を行政運営
に反映してこそ生きた行政、市民と一体となった
市政運営が可能となります。
　そこで、次の３項目を主眼として地域懇談会を
以下の日程で開催します。
　多くの皆様のご参加をお待ちしています。

　○ＴＯＰ運動の趣旨と政策への連動性
　○ケーブルネットワークシステム事業の現状
　○経済緊急対策交付金

【開催日程】
久住地域
　6 月 29 日㈪　19 時～　　　  久住公民館
直入地域
　7 月   1 日㈬　19 時～　　　  直入公民館
城　　原
　7 月   3 日㈮　18 時 30 分～　城原地区館
宮　　城
　7 月   6 日㈪　18 時～　　　  宮城分館
松　　本
　7 月   8 日㈬　18 時 30 分～　松本分館
荻  地  域
　7 月 10 日㈮　19 時～　　      福祉健康エリア
宮　　砥
　7 月 13 日㈪　18 時 30 分～　宮砥分館体育館
嫗　　岳
　7 月 15 日㈬　18 時 30 分～　嫗岳分館
入　　田
　7 月 16 日㈭　18 時 30 分～　祖峰小体育館
菅　　生
　7 月 17 日㈮　19 時～　　　  菅生分館
玉　　来
　7 月 22 日㈬　18 時 30 分～　玉来分館体育館
豊　　岡
　7 月 24 日㈮　18 時～    　　 大分みどり地域本部
明　　治
　7 月 27 日㈪　18 時 30 分～　多目的集会所
岡　　本
　7 月 29 日㈬　19 時～　　　   岡本分館
竹　　田
　7 月 31 日㈮　18 時 30 分～　竹田分館

※気象状況等により、日程を変更させていただ
　く場合がありますのでご承知ください。

観光
エ
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
実
践

　

竹
田
市
は
１
市
３
町
の
個
性
を
磨
き
、
魅
力
を

リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
域
力
に
目
覚
め
る
こ
と
、
地
域

学
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

自
分
た
ち
に
ど
ん
な
力
が
授
け
ら
れ
て
い
る
の

か
、
つ
ま
り
、「
受
け
継
ぐ
べ
き
も
の
は
何
か
、
残

し
伝
え
継
ぐ
も
の
は
何
か
」
を
知
る
こ
と
で
郷
土

を
誇
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

特
に
、
歴
史
的
遺
産
や
文
化
・
芸
術
に
お
い
て

全
国
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
竹
田
市
で
、
エ

コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
を
政
策
と
し
て
位
置
づ

け
、
ハ
ー
ド
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
フ
ト
戦
略
も

か
ら
め
て
展
開
さ
せ
ま
す
。

暮
ら
し

高齢化社会への対応
　竹田市の高齢化率は全国でトップクラスです。
この現状をしっかり捉え、充実した対応策を整え
ます。特に、高齢者の『足の確保』が急務です。
先進自治体の事例を研究し、乗り合いタクシーな
どの導入も視野に入れます。

「教育のまちづくり」を推進
　竹田市は多くの偉人を輩出してきました。ま
た、文人墨客も数多く訪れています。これらに呼
応するかのように、市民運動による音楽活動など
も盛んです。学校教育はもちろん、家庭教育、社
会 ( 地域 ) 教育など、総合的に教育のまちづくり
を推進します。また、公立・私立の高等学校の充
実にも力を注ぎます。
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○
１
月
か
ら
４
月
ま
で
実
施
分

　
　

監
査
委
員　

本
田　

耕
一

　
　
　

  

同　
　

  

大
塚　
　

廣

■
商
工
観
光
課

　

持
続
性
の
あ
る
商
工
・
観
光
の

推
進
及
び
雇
用
・
金
融
相
談
窓
口

の
充
実
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
保
険
課

　

国
保
会
計
の
将
来
計
画
の
見
通

し
に
つ
い
て
、
検
討
を
続
け
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
国
体
推
進
室

　

事
務
の
移
管
に
伴
う
文
書
保
存

等
に
つ
い
て
は
、
十
分
配
慮
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
農
林
畜
産
課

　

補
助
事
業
に
係
る
備
品
等
の
管

理
並
び
に
指
導
の
徹
底
を
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
農
林
整
備
課

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
故
防
止
等
に
努
め
る
よ
う
要
望

す
る
。

  

教
育
委
員
会

■
生
涯
学
習
課

　

地
域
に
存
在
し
て
い
る
人
材

を
、
生
涯
学
習
の
場
に
活
用
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

　

荻
・
久
住
・
直
入
の
３
地
域
の

教
育
係
に
つ
い
て
は
、
事
務
の
移

行
に
伴
う
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
中
央
公
民
館
・
文
化
会
館

　

施
設
の
安
全
性
の
点
検
に
つ
い

て
対
応
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

合
併
以
前
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
事

業
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
地
域
の
実
態
に
沿
っ
た
公

民
館
活
動
の
充
実
が
な
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
図
書
館

　

協
議
・
調
整
が
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
し
、

改
善
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

財
政
援
助
団
体

　

竹
田
市
が
財
政
的
援
助
を
行
っ

て
い
る
団
体
か
ら
10
団
体
を
抽
出

し
、
補
助
金
等
が
交
付
目
的
に
従

っ
て
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

援
助
団
体
の
実
績
及
び
事
業
計

画
等
に
つ
い
て
引
き
続
き
十
分
な

検
討
を
行
い
、
地
域
と
の
連
携
を

図
る
よ
う
要
望
す
る
。

○
５
月
実
施
分

　
　

監
査
委
員　

本
田　

耕
一

　
　
　

  

同　
　

  

大
塚　

哲
之

■
水
道
課

　

水
質
保
全
に
は
引
き
続
き
十
分

留
意
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

●
お
問
い
合
せ

　

監
査
事
務
局 

☎
63
‐
４
８
１
９

監
査
委
員
に

　
大
塚
議
員
と
村
上
さ
ん

　

竹
田
市
監
査
委
員
に
、
大
塚
哲

之
市
議
会
議
員
が
５
月
12
日
、
村

上
長
生
さ
ん
（
上
畑
）
が
６
月
14

日
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
は
、
人
格
が
高
潔
で

行
政
運
営
に
関
し
て
優
れ
た
見
識

を
有
す
る
者
と
市
議
会
議
員
の
う

ち
か
ら
議
会
の
同
意
を
得
て
、
市

長
が
選
任
し
ま
す
。

　

監
査
は
、
行
財
政
の
公
正
で
効

率
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

市
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

及
び
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
ま

た
は
市
の
事
務
が
、
予
算
及
び
議

決
並
び
に
法
令
等
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
る
か
に
留
意
し
実
施
さ

れ
、行
政
運
営
全
般
（
組
織
・
人
員
・

事
務
処
理
方
法
な
ど
）
に
つ
い
て

も
監
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
補
助
金
な
ど
を
交

付
し
て
い
る
公
共
的
団
体
や
資
本

金
な
ど
を
出
資
し
て
い
る
法
人
な

ど
に
対
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
財
政

的
援
助
に
か
か
る
出
納
そ
の
他
の

事
務
に
つ
い
て
監
査
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

任
期
は
、
識
見
選
任
委
員
が
４

年
で
、
議
員
選
任
委
員
は
議
員
の

任
期
に
よ
り
ま
す
。

公
平
委
員
会
委
員
に
山
岡
さ

ん
、
原
さ
ん
、
首
藤
さ
ん

　

竹
田
市
公
平
委
員
会
委
員
に
山

監
査

公
表

　

大
野
川
上
流
事
業
償
還
金
の
滞

納
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
協
議

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
建
設
課

　

安
全
で
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く

り
の
配
慮
を
要
望
す
る
。

■
総
務
課
・
行
政
改
革
推
進
室

  

本
庁
方
式
移
行
に
伴
い
、
支
所

等
の
事
務
決
裁
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

　

各
施
設
の
指
定
管
理
の
契
約
に

当
た
っ
て
は
、
契
約
内
容
の
見
直

し
に
つ
い
て
周
知
・
徹
底
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
消
防
本
部

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す

る
初
動
対
策
並
び
に
装
備
を
含
め

た
対
応
を
引
き
続
き
検
討
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
企
画
情
報
課　

　

地
域
審
議
会
の
総
合
調
整
に
努

め
る
よ
う
要
望
す
る
。

大塚哲之委員村上長生委員

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
21
年

１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
各

委
員
会
等
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 

監
査
委
員
・
公
平
委
員
・
社
会
教
育
委
員
・

 　

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
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岡
正
近
さ
ん
（
菅
生
中
央
）、
原

眞
治
さ
ん
（
高
練
木
）、
首
藤
ヨ

シ
ヱ
さ
ん
（
天
神
）
の
３
名
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
間

で
す
。

社
会
教
育
委
員
並
び
に
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
が
決
定

　

竹
田
市
社
会
教
育
委
員
は
、
学

校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
の
関
係

者
、
家
庭
教
育
活
動
を
行
う
者
並

び
に
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
教
育

委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の

立
案
や
家
庭
教
育
か
ら
高
齢
者
教

育
ま
で
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
、

関
係
団
体
、
指
導
者
に
対
し
助
言

と
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
に
お
け
る
各
種

事
業
の
企
画
実
施
に
つ
き
調
査
審

議
を
行
い
ま
す
。

　

委
員
は
次
の
15
人
で
、
任
期
は

２
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

 

市
婦
連
会
長　
　

藤
田
美
沙
子

 

市
Ｐ
連
代
表　
　

永
藤　

真
一

 
学
校
教
育
課
長　

島
田　

郁
郎

 
竹
田
地
域　
　
　

吉
岡　

雄
三

　
　

〃　
　
　
　

 

原
田　

信
子

　
　

〃　
　
　
　

 

阿
部　

愛
子

 

荻
地
域　
　
　
　

本
田　

年
春

　
　

〃　
　
　
　

 
榎　
　

英
子

　
　

〃　
　
　
　

 
衛
藤
ア
ヤ
子

 

久
住
地
域　
　
　

川
越　

賢
一

　
　

〃　
　
　
　

 

渡
邉　

重
伸

　
　

〃　
　
　
　

 

志
賀
み
つ
子

 

直
入
地
域　
　
　

後
藤　

茂
則

　
　

〃　
　
　
　

 

佐
々
木
周
二

　
　

〃　
　
　
　

 

五
反
田
加
代
子

教
育
委
員
に
吉
野
さ
ん
、
大

石
さ
ん
が
再
任
、
委
員
長
に

は
倉
原
さ
ん

　

６
月
５
日
、
竹
田
市
教
育
委
員

会
が
開
か
れ
、大
石
裕
子
さ
ん
（
倉

木
下
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
長
に
倉
原
準

一
委
員
（
藤
渡
）、
委
員
長
職
務

代
理
者
に
田
邉
直
勝
委
員
（
湯
の

上
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

山岡正近委員首藤ヨシヱ委員 原眞治委員

平
成
21
年
度

全
九
州
高
等
学
校
体
育
大
会

　

第
52
回
全
九
州
高
等
学
校
登

山
競
技
大
会（
７
月
10
日
～
13
日
・

長
崎
県
）
に
竹
田
高
校
山
岳
部
か

ら
４
名
が
出
場
し
ま
す
。

【
竹
田
高
校
山
岳
部
】

　
　

戸
次　

康
太
朗
（
３
年
）

　
　

安
東　

一
揮
（
３
年
）

　
　

宮
成　
　

晃
（
２
年
）　

　
　

渡
邊　
　

怜
（
２
年
）

　

第
15
回
全
九
州
高
等
学
校
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会
（
７
月
11
日

～
12
日
・
熊
本
県
）
に
竹
田
高
校

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
同
好
会
か
ら
２
名

が
出
場
し
ま
す
。

【
竹
田
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
同
好
会
】

　
　

下
鶴　
　

仁
（
３
年
）

　
　

麻
生　

智
紀
（
２
年
）

平
成
21
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

第
53
回
全
国
高
等
学
校
登
山

大
会
（
７
月
31
日
～
８
月
４
日
・

兵
庫
県
）
に
竹
田
高
校
山
岳
部
か

ら
４
名
が
出
場
参
加
し
ま
す
。

【
竹
田
高
校
山
岳
部
】

　
　

戸
次　

康
太
朗
（
３
年
）

　
　

平　
　

将
吾
（
２
年
）

　
　

宮
成　
　

晃
（
２
年
）　

　
　

渡
邊　
　

怜
（
２
年
）

夢は大きく 九州・全国へ

　この夏に行なわれる全九州高等学校体育

大会、全国高等学校総合体育大会（インタ

ーハイ）、第 33 回全国高等学校総合文化祭

に出場される皆さんをご紹介します。

（※敬称は省略させていただきます）

　

第
42
回
全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
（
８
月
４
日

～
６
日
・
滋
賀
県
）
に
竹
田
高
校

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
同
好
会
か
ら
１
名

が
参
加
し
ま
す
。

【
竹
田
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
同
好
会
】

　
　

下
鶴　
　

仁
（
３
年
）

第
33
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

第
33
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
（
７
月
29
日
～
８
月
２
日
・

三
重
県
）
の
吹
奏
楽
部
門
に
竹
田

高
校
器
楽
部
が
、
将
棋
部
門
（
第

45
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権

大
会
）
に
竹
田
高
校
将
棋
同
好
会

か
ら
１
名
、
吟
詠
部
門
に
竹
田
高

校
書
道
部
と
吟
詠
同
好
会
か
ら
３

名
が
、
ま
た
新
聞
部
門
に
は
竹
田

南
高
校
新
聞
部
か
ら
３
名
が
出
場

し
ま
す
。

○
吹
奏
楽
部
門

【
竹
田
高
校
器
楽
部
】

　
　

浜
嶋　

美
紀
（
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
60
名

○
将
棋
部
門

【
竹
田
高
校
将
棋
同
好
会
】

　
　

志
賀　

奏
恵
（
３
年
）

○
吟
詠
剣
詩
舞
部
門

【
竹
田
高
校
吟
詠
同
好
会
】

　
　

佐
藤　

志
穂
（
３
年
）

【
竹
田
高
校
書
道
部
】

　
　

十
時　

綾
一
（
３
年
）

　
　

後
藤　

桃
子
（
３
年
）

○
新
聞
部
門

【
竹
田
南
高
校
新
聞
部
】

　
　

髙
野　

健
太
（
２
年
）

　
　

河
野　

美
里
（
２
年
）

　
　

佐
藤　

詩
織
（
２
年
）

　

全
九
州
高
等
学
校
体
育
大
会
お

よ
び
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

に
出
場
さ
れ
る
竹
田
高
校
、
竹
田

南
高
校
の
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
と
ご

活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。
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梅
雨
を
迎
え
、
前
線
や
低
気
圧
、

台
風
等
に
よ
る
大
雨
、
集
中
豪
雨
、

暴
風
等
に
よ
っ
て
風
水
害
、
土
砂

災
害
等
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

　

竹
田
市
で
は
、
災
害
を
防
ぎ
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
、
大
雨
や
台
風
、
地
震

等
に
よ
る
災
害
が
予
測
さ
れ
る
時

や
発
生
し
た
時
は
、「
災
害
対
策

  

大
雨
・
集
中
豪
雨
が

  　
　
　

起
き
た
と
き
は

　

大
雨
・
集
中
豪
雨
が
起
き
た
と

き
は
、
す
ば
や
く
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
準
備
が
必
要
で
す
。

　

自
ら
の
身
を
自
分
で
守
る
た
め

に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て

く
だ
さ
い

□
住
ん
で
い
る
地
域
で
過
去
に
水

　

害
や
土
斜
災
害
伊
の
被
害
が
あ

　

っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

□
い
ざ
と
い
う
と
き
に
ど
の
よ
う

　

に
避
難
す
る
か
、
避
難
場
所
と

　

避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
い
て

　

く
だ
さ
い
。

□
避
難
の
際
に
持
ち
出
す
「
非
常

　

持
出
品
（
貴
重
品
、
非
常
食
、

　

生
活
用
品
な
ど
）」
を
用
意
し
、

　

袋
な
ど
に
ま
と
め
て
、
す
ぐ
に

　

持
ち
出
せ
る
よ
う
に
置
い
て
お

　

き
ま
し
ょ
う
。

本
部
」
を
設
置
し
、
被
害
を
最
小

限
に
止
め
る
た
め
の
情
報
収
集
、

被
害
調
査
、
災
害
復
旧
等
に
あ
た

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
の
規
模
に
よ
っ

て
は
個
々
の
要
望
に
対
応
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
地

域
で
協
力
し
合
い
、
避
難
・
救
助

活
動
等
に
あ
た
り
ま
し
ょ
う
。

気
象
情
報
を
入
手
で
き
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

□
最
新
の
天
気
予
報
を
よ
く
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い
。

□
大
雨
警
報
や
洪
水
警
報
が
発
表

　

さ
れ
た
ら
、
避
難
の
準
備
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
警
報
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

速
報
、
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
放

送
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
１
７
７
、　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯

電
話
）
な
ど
か
ら
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
１
時
間
に
50
㍉
以
上
の
非
常

に
強
い
雨
が
降
る
」
や
「
過
去
数

年
間
で
最
も
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
」

等
の
表
現
が
あ
る
場
合
は
、
特
に

気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

危
険
を
感
じ
た
ら
速
や
か

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

□
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
表

　

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
災
害
が

　

起
こ
り
そ
う
な
状
況
に
気
が
つ

　

い
た
り
、
身
に
危
険
を
感
じ
た

　

場
合
や
避
難
に
時
間
が
か
か
る

　

場
合
は
、
早
め
に
自
主
的
に
避

　

難
し
て
く
だ
さ
い
。

□
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
表

　

さ
れ
た
ら
速
や
か
に
非
難
し
て

　

く
だ
さ
い
。

□
避
難
す
る
と
き
は
、
幼
児
や
高

　

齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の
災
害

　

時
要
援
護
者
に
配
慮
し
て
く
だ

　

さ
い
。

□
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
大
雨
が

　

降
っ
て
い
た
り
、
浸
水
し
て
い

　

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
慎
重
に

　

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

※
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
は
、
防

災
行
政
無
線
や
広
報
車
か
ら
の
放

送
、
消
防
団
員
や
自
治
会
な
ど
か

ら
伝
え
ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
行
政
係 

☎
63
‐
４
８
０
０

大
雨
・
集
中
豪
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う

6 月 9 日から 10 日かけて行なわれた防災パトロール（荻）

大
雨
・
集
中
豪
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う



7　2009 年 7 月発行

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度

　

竹
田
市
で
は
、
災
害
時
に
自
力

で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
支

援
を
必
要
と
す
る
方
（
＝
災
害
時

要
援
護
者
）
の
避
難
支
援
や
安
否

確
認
に
役
立
て
る
た
め
、
災
害
時

要
援
護
者
登
録
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

申
請
に
よ
り
台
帳
に
登
録
し
、

自
主
防
災
組
織
（
自
治
会
）、民
生
・

児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

消
防
（
消
防
署
・
消
防
団
）、
警

察
署
な
ど
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

　

７
月
26
日
現
在
、
１
、０
８
０

人
の
方
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

○
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

　

や
高
齢
者
世
帯
で
身
体
が
虚
弱

　

な
方

○
障
が
い
の
あ
る
方

○
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の

　

認
定
者

○
難
病
患
者

○
外
国
人
や
日
中
独
居
と
な
る
高

　

齢
者
な
ど

【
登
録
方
法
】

　

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
福
祉

事
務
所
、
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
備
え
付
け
の
「
避
難
支
援
プ

ラ
ン
・
個
別
計
画
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
、
民
生
・

児
童
委
員
、
介
護
支
援
事
業
所
を

通
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
す
。

　

な
お
、
多
く
の
方
に
理
解
し
申

請
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
対
象
と

思
わ
れ
る
方
の
ご
家
庭
を
自
主
防

災
組
織
、
民
生
・
児
童
委
員
等
が

訪
問
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
等
】

登
録
し
た
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
同
意
が
必
要
で
す
。

　

登
録
さ
れ
た
情
報
は
、
防
災
関

係
課
、
福
祉
事
務
所
、
竹
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
で
の
ほ
か
、
自
治

会
、
民
生
・
児
童
委
員
、
消
防
（
消

防
署
・
消
防
団
）、
警
察
署
な
ど

に
提
供
さ
れ
ま
す
。

代
理
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
原

則
と
し
て
本
人
に
よ
る
申
請
と
な

り
ま
す
が
、
身
体
の
状
態
等
に
よ

り
代
理
申
請
が
で
き
ま
す
。

変
更
や
登
録
の
必
要
が
無
く
な
っ

た
方
は
、
総
務
課
も
し
く
は
福
祉

事
務
所
、
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所 

☎
63
‐
４
８
１
１

　

総
務
課
行
政
係 

☎
63
‐
４
８
０
０

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
63
‐
１
５
４
４

ドイツの教育制度「二元制職業教育システム」
　ドイツの教育制度について聞かれることがありますが、ドイツと日本の教育
制度は根本的に異なるため、説明に困ることがあります。
　ドイツの教育制度の特徴的なものの一つは、「二元制職業教育システム」です。
手工業、商業や行政職、銀行事務など多くの職業は、この教育システムにより
習得しなければなりません。じつは、私もハンブルク大学日本学部に入学する
まで 3 年間、訓練生として金管楽器製作を学び、試験を合格したので “ゲゼレ”
という学位の職人です。日本学修士号はもう一つのキャリアなのです。
　ドイツにおける二元制職業教育システムは世界でも珍しい制度のようです。青少年の約 60％は学校
卒業後、国が認定する 350 種の訓練職種の一つをこのシステムで習得しています。この制度は、他の国々
によくあるような学校でのみ職業教育を施す制度とは異なっています。週に3～4日企業で実践を学び、
並行して週に 1 ～ 2 日は職業学校の授業を受けて専門的な理論を学ぶのです。教育期間は 2 ～ 3 年半
です。各企業が提供する訓練を補強するものとして、個々の企業の枠を超えた訓練コースや資格取得
のための補習などがあります。
　職業教育の費用は、訓練生に支払う報酬を企業が、学校の費用を州が負担するという形でまかなわ
れます。若者たちが学んでいる企業や公務、自由業の数は現在 48 万 2000 に及びます。そして職業訓
練の場の 80％を提供しているのは中小企業です。この制度のおかげで、失業したり訓練生としての職
場をもたないでいたりする青少年の割合はドイツでは比較的低く、その率は 15 歳から 19 歳でわずか
2.3％です。理論と実践を組み合わせて学ぶため、手工業者や専門技能労働者は高い技術・能力を持っ
ています。
　さらにこの職業教育は、訓練を終了した後の更なるキャリアへの入り口でもあり、職業における継
続教育で、最終的にはマイスターの資格を取得することもできます。また資格取得の新しい道として、
仕事をしながら継続教育を受けて大学のマスター学位を取るという方法もあるのです。
　多くの職業においては、訓練生として 3 年間学んで “ゲゼレ” という学位になります。5 年間ぐらい
働きながら学び続けると“マイスター”になれる可能性もあります。“マイスター”は、自分のお店を開き、
訓練生に教える権利が与えられます。（出典：「ドイツの実情」2007 年版）

Der Friese spricht　フリース人が語る

国際交流員
ゼンケ・グリュッツマハー
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◆告知端末機で
　・一人暮らしの高齢者や障がい者等の緊急通報システム
　・国から直接緊急情報を受信し、告知端末機により伝達する全国瞬時警報システム
◆たけた市民チャンネル（自主放送）で
　・住民健診や子育て情報等健康づくり情報の提供　・自宅で議会中継を視聴
　・河川などにライブカメラを設置することによる防災システム
◆インターネットで
　・パソコン教室等多彩な講座の受講　・ライブカメラ設置によるハウスや畜舎などの遠隔監視
　・市内医療機関と専門病院を結ぶ遠隔医療　・高齢者が食料品や日用品を配達してもらう生活支援
　・バイタルセンサーを使った在宅健康相談　・自宅で仕事を請け負う就業形態の広がり
　・農業情報 ｢ 竹田市農業電子図書館 ｣ 等の提供 　・農村回帰等の行政情報の発信

○光ケーブル引込から告知端末機までの工事 に関するお問い合せ
　　　ＮＴＴ西日本竹田現場事務所　☎ 62‐4097（平日 9:00 ～ 17:00）
○テレビ宅内工事 の依頼やお問い合せ
　　　宅内工事指定業者（※「広報たけた 4 月号」の 6 ページをご覧ください。）
○ケーブルネットワーク全般 に関するお問い合せ
　　　企画情報課　☎ 63‐4801　　ケーブルネットワークセンター　☎ 76‐1415

ケーブルネットワーク事業の見直しを行ないます

◎テレビ放送サービスの基本使用料を引き下げ
見直しの内容

こんなことにも利用できます！（※今後検討するサービスを含みます）

お問い合せはこちら

ケーブルネットワーク特集　第 24 回

月額基本使用料　1,400 円 月額基本使用料　1,200 円

◎減免制度の拡充（※減免を受けるには申請が必要です。）

障がい者（１・2 級）の方がいる
市民税が非課税の世帯は、
3 分の 1 を減額（負担額は 933 円）

障がい者（1・2 級）の方がいる
市民税が非課税の世帯は、
2 分の 1 を減額（負担額は 600 円）

◎法人等加入者およびその他加入者にかかる工事費用負担を軽減

特別加入申込期間における引込工事

費用を免除

満 80 歳以上の 1 人暮らし世帯で
市民税が非課税の世帯は、
3 分の 1 を減額（負担額は 933 円）

満 80 歳以上の世帯（夫婦・兄弟・
親子など世帯の全員）で
市民税が非課税の世帯は、
2 分の 1 を減額（負担額は 600 円）

※特別加入申込期間 ( 平成 21 年 9 月 30 日まで ) 以降にお申し込みの場合は、全ての工事（引込工事・ 
　宅内工事）費用が加入者負担となります。

　現在、ケーブルネットワーク事業は来年３月の完成を目指し、機器の整備や光ケーブルの敷設
工事等を行っています。
　もし事業を中止した場合、請負業者に対して損害賠償が発生し、すでに施工済みの機器やケー
ブルについては撤去費用も必要となります。さらに国の補助金や起債は対象外となるため、すで
に交付された額は返還が必要となり、これまでに要した費用は全額市の一般財源となります。ま
た、事業中止によって竹田市の情報通信環境は改善されず、国の情報化施策から立ち遅れること
となります。
　以上のことから、事業内容を精査し、市民の皆さんの負担軽減や高齢者対策、安全・安心のた
めの対策、施設の利活用等を見直すことによって、メリットの大きい、利便性の高い施設となり、
また事業を推進することで定住促進や企業誘致につながるものと考えています。

特別加入申込期間における引込工事
費用は、集落から 300 ｍを超える
部分は加入者負担
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　いま竹田市では、国や県などの事業を活用し、さまざまな特産品を活かした商品開発が進められて
います。しかし、事業の関連性やコンセプトが見えない状況にあります。これらの事業を束ね、「竹
田らしさ」を戦略として展開できる「地域商社」が望まれています。
　竹田市経済活性化促進協議会では、地場産業の確立、地域資源を活用した商品開発による起業・創
業を支援し、「食育ツーリズム」をキーワードに “ふるさと起業” を推進しています。
　「売れる商品づくり」へのチャレンジの経過と成果、目指すべきところなどを市民の皆さんにご覧
いただく施設として、地元の元気創造機構「Area Labo Taketa（エリア ラボ たけた）」が 7 月 2 日、
大分銀行竹田支店前（中本町）にオープンします。
　商品開発によりグレードアップした商品や地域資源を活かしすでに販売されている竹田ブランド商
品等をご覧いただき、ご意見ご感想をお聞かせください。

ここから拓く未来！竹田市経済活性化促進協議会  ☎ 62-2122  http://taketa-syokuiku.org/

食育ツーリズム雇用創出大作戦（新パッケージ事業）

Area Labo Taketa（エリア ラボ たけた）オープン！

  1 日㈬　名水料理研究会　　　  9:00 ～　矢原公民館
  2 日㈭　接客マナー研修会　　13:30 ～　竹田商工会議所
  3 日㈮　接客マナー研修会　　10:00 ～　道の駅ながゆ温泉
  5 日㈰　発酵商店街研究会　　13:00 ～　エリア ラボ たけた
  6 日㈪　総合デザイン研修会　16:00 ～　わかば農業公社
　〃　　 農産加工開発研究会　19:00 ～　命水苑
  7 日㈫　田楽火鉢研究会　　　  9:00 ～　民芸の里
  9 日㈭　田楽火鉢研究会　　　  9:00 ～　民芸の里
　〃　　 アレルギー等製造研究会　18:00 ～　竹田市総合社会福祉センター
13 日㈪　どぶろく ･ ワイン ･ リキュール研究会　19:00 ～　エリア ラボ たけた

14 日㈫　薬膳料理研究会　　　15:00 ～　緒環
15 日㈬　ジュース研究会　　　10:00 ～　荻加工所
　〃　　 ジャム・ソース研究会　18:00 ～　竹田市総合社会福祉センター
21 日㈫　田楽火鉢研究会　　　  9:00 ～　民芸の里
　〃　　 竹田直入温泉地づくり研究会　13:30 ～　久住高原荘 
　〃　　 野菜加工コーン研究会　19:30 ～　山岡正近宅
22 日㈬　岡城魅力づくり研究会　10:00 ～　竹田商工会議所 
　〃　　 野菜加工キクラゲ研究会　19:30 ～　エリア ラボ たけた
23 日㈭　田楽火鉢研究会　　　  9:00 ～　民芸の里
　〃　　 山菜加工研究会　　　19:30 ～　わかば農業公社

〈7 月の研究会〉　皆さんの参加をお待ちしています！ ※ 日程等は変更になる場合があります。

☆食育ツーリズムによる “ふるさと起業” までの流れ
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まちの話題

羽田野静さん（1 日）

本田ヨシさん（11 日）

講演をする松田教授

人
に
や
さ
し
い
商
店
街
に　

　

国
や
全
国
商
店
街
振
興
組
合
連

合
会
の
助
成
金
と
竹
田
市
医
師

会
、
法
人
会
等
の
協
力
を
得
て
、

竹
田
町
商
店
街
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
３
台
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
商
店
街
で
は
講
習
を
開

く
な
ど
、
安
心
し
て
買
い
物
が
で

き
る
街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

竹
文
化
を
竹
田
か
ら

　

ア
ジ
ア
竹
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
お

お
い
た
が
、
５
月
23
日
に
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

後
藤
重
己
別
府
大
学
名
誉
教
授

に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、
井
上
隆
竹

楽
実
行
委
員
長
に
よ
る
里
山
保
全

や
竹
の
活
用
に
つ
い
て
の
事
例
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
な
い
ま
ち
に

　

第
27
回
ゴ
ミ
フ
大
会
が
５
月
29

日
に
竹
田
・
豊
岡
地
区
、
30
日
に

玉
来
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
と
い
う
女

性
は
「
年
々
ゴ
ミ
が
減
っ
て
き
て

い
る
。
み
ん
な
の
マ
ナ
ー
が
良
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

2 時間でこれだけのゴミが集まりました

味
わ
っ
て
収
穫
に
感
謝

　

５
月
31
日
、
貴
重
な
ホ
ワ
イ
ト

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
に
感
謝
す

る
シ
ュ
パ
ー
ゲ
ル
フ
ェ
ス
ト
が
、

ド
イ
ツ
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
市
か
ら
ご
家
族
で
会
場
に

訪
れ
た
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
を
生

産
し
て
い
る
大
鶴
さ
ん
は
「
甘
く

て
お
い
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。シュパーゲルを味わう大鶴さん一家

県信竹田支店に設置されたＡＥＤ

カボタンも阿南 JA 地域本部長と収穫 事例発表をする井上さん

ま
す
ま
す
お
元
気
で
百
歳

　

竹
田
市
で
は
、
百
歳
の
お
誕
生

日
を
迎
え
た
方
を
訪
ね
、
お
祝
い

を
述
べ
、
記
念
品
を
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
１
日
に
羽
田
野
静
さ
ん

（
神
堤
）、
11
日
に
本
田
ヨ
シ
さ
ん

（
米
納
）
が
百
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
ま
し
た
。
お
二
人
は
、
長
生

き
の
秘
訣
は
な
い
が
、
好
き
嫌
い

な
く
何
で
も
食
べ
る
そ
う
で
す
。

温
泉
を
楽
し
ん
で
健
康
に

　

５
月
24
日
の
「
源
泉
か
け
流
し

記
念
日
」
に
ち
な
ん
だ
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
、
長
湯
温
泉
観
光
協
会
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
田
忠
徳
札
幌
国
際
大
学
観
光

学
部
教
授
の
講
演
や
㈶
阿
蘇
地
域

振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
坂
元

英
俊
事
務
局
長
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
か
ぼ
す
初
収
穫

　

特
産
の
ハ
ウ
ス
か
ぼ
す
が
収
穫

の
時
期
を
迎
え
、
５
月
25
日
に
飛

田
川
の
後
藤
俊
行
さ
ん
の
ハ
ウ
ス

で
鋏
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
か
ぼ
す
は
、
露
地
か
ぼ

す
が
出
荷
さ
れ
る
８
月
中
旬
ま
で

収
穫
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
か
ぼ
す

の
出
来
は
よ
く
、
高
値
で
の
取
引

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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まちの話題

魚のつかみ取りには多くの子どもたちが山頂祭には約 1,000 人が参加

活発に意見が交わされました

高齢者：本田次昭さん

火鉢を囲んで語り合う参加者

日本一大賞に輝いた宇賀さん

観察できる城北町の崖

日
本
の
地
質
百
選
に
選
定

　

地
質
学
的
に
み
た
貴
重
な
自
然

資
源
を
選
定
す
る
「
日
本
の
地
質

百
選
」
に
、
阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物
と
は
、
阿

蘇
山
の
火
砕
流
に
よ
っ
て
堆
積
し

た
火
山
灰
や
軽
石
、
溶
結
凝
灰
岩

な
ど
で
、
飛
田
川
や
城
北
町
の
稲

葉
川
河
岸
で
観
察
で
き
ま
す
。

ほ
た
る
の
す
む
里
に

　

第
15
回
南
河
内
ほ
た
る
祭
り
が

６
月
６
日
に
開
か
れ
、
子
供
神
楽

や
ほ
た
る
米
の
抽
選
会
、
ほ
た
る

鑑
賞
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
河
内
地
区
は
、
水
害
か
ら
立

ち
直
り
、「
ほ
た
る
の
生
息
す
る

里
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
６
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
ほ
た
る
が
舞

う
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

陸
上
で
健
康
な
体
作
り

　

夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
告
げ
る

第
57
回
く
じ
ゅ
う
山
開
き
が
、
６

月
７
日
に
行
わ
れ
、
く
じ
ゅ
う
山

系
に
は
約
２
万
人
の
登
山
客
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

久
住
山
で
行
わ
れ
た
山
頂
祭
で

は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
を
祈
願

し
た
後
、
参
加
者
全
員
に
記
念
の

ペ
ナ
ン
ト
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

６
月
２
日
に
母
と
子
、
高
齢
者

の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
古
庄
さ

ん
と
本
田
さ
ん
が
選
ば
れ
、
県
の

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
ま
す
。

○
母
と
子

　

古
庄　

美
枝
さ
ん
（
栃
鶴
）

　
　
　
　

輝
流
く
ん
（  

〃  

）

○
高
齢
者

　

本
田　

次
昭
さ
ん
（
藤
渡
）

母と子：古庄美枝さん・輝流くん

歌
い
継
ぐ
ふ
る
さ
と
の
民
謡

　

第
12
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一

大
会
が
、
６
月
21
日
に
久
住
公
民

館
で
開
か
れ
、
高
年
・
壮
年
・
青

年
・
少
年
少
女
の
部
に
２
０
０
人

以
上
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
日
本
一
大
賞
に

は
宇
賀
邦
雄
さ
ん
（
宮
崎
県
）
が

輝
き
ま
し
た
。

〝
今
山
陽
〟
を
お
も
て
な
し

　　
田
能
村
竹
田
２
３
３
歳
を
祝
う

第
10
回
生
誕
記
念
の
日
が
、
６
月

13
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
歴
史
資
料
館
や
旧

竹
田
荘
を
巡
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
の
後
、
竹
田
荘
公
園
で
竹
田
ゆ

か
り
の
田
楽
火
鉢
を
囲
み
、
田
楽

を
味
わ
い
ま
し
た
。

映
画
を
通
じ
た
国
際
交
流

　

第
２
回
竹
田
国
際
映
画
祭
が
、

６
月
13
日
と
14
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
、
５
か
国
６
本
の

映
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
作
さ
れ
た
国
の
出
身
者
に
よ

る
映
画
の
背
景
に
あ
る
歴
史
や
文

化
、
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
の
解
説

や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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ぼくたち・わたしたちの学び舎
　

岡
本
小
学
校
は
、
児
童
数
23

名
、学
校
教
育
基
本
方
針
を
「
心

豊
か
に
表
現
す
る
子
ど
も
の
育

成
」、
児
童
の
具
体
的
行
動
目

標
を
「
チ
ャ
レ
ン
ジ　

な
か
よ

く　

げ
ん
き
」
と
し
、「
日
本

一
元
気
な
学
校
」
を
め
ざ
す
夢

の
大
き
な
学
校
で
す
。

　

保
護
者
は
と
て
も
協
力
的

で
、『「
植
・
食
・
職
」
元
気
な

「
日
本
一
元
気
な
学
校
」
を
め
ざ
し
て

海
と
山
の
子
ど
も
た
ち

田
植
え
で
交
流

　

佐
伯
市
上
浦
に
あ
る
東
雲
小
学

校
と
荻
小
学
校
の
児
童
の
田
植
え

交
流
が
、
５
月
23
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
交
流
は
、
旧
荻
町
と

旧
上
浦
町
の
姉
妹
都
市
交
流
を
き

っ
か
け
に
に
始
ま
り
、
今
年
で
15

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
東
雲
小
学
校
の
４
～
６

年
生
30
人
が
訪
れ
、
荻
小
学
校
の

児
童
と
も
に
西
福
寺
の
水
田
約
20

㌃
に
も
ち
米
を
植
え
ま
し
た
。

　

水
田
を
ほ
と
ん
ど
見
な
い
と
い

う
上
浦
の
児
童
は
、
初
め
て
の
田

ん
ぼ
の
感
触
に
「
気
持
ち
い
い
」

と
話
し
、
楽
し
そ
う
に
一
本
ず
つ

苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
も
ち
米
は
、
10
月

に
稲
刈
り
、
籾
摺
り
を
行
い
、
12

月
に
は
荻
小
学
校
の
児
童
ら
が
上

浦
を
訪
れ
、
も
ち
つ
き
交
流
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
ワ
ラ
は
、
上
浦

に
あ
る
豊
後
二
見
の
大
し
め
縄
の

材
料
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
や

保
護
者
と
ふ
れ
あ
う

　

竹
田
、
南
部
、
直
入
の
３
つ
の

公
立
幼
稚
園
の
園
児
と
そ
の
保
護

者
が
集
う
「
な
か
よ
し
幼
稚
園
」

が
、
６
月
19
日
に
竹
田
市
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
よ
し
幼
稚
園
は
、
園
児
が

歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
と
お
し
て
た

く
さ
ん
の
友
だ
ち
、
保
護
者
と
ふ

れ
あ
い
、
大
勢
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を

知
る
こ
と
を
目
的
に
年
２
回
行
な

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

集
ま
っ
た
約
80
人
の
園
児
た
ち

は
、
歌
や
手
遊
び
、
保
護
者
と
体

操
を
し
た
り
、
初
め
て
会
っ
た
子

と
一
緒
に
リ
レ
ー
な
ど
を
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

岡
本
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
!!
』
を
合
い
言

葉
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
岡

本
っ
子
と
共
に
育
つ
会
等
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
も
全
面
的
に

ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
悠
々
居
、
の
び

る
園
と
の
交
流
活
動
を
は
じ

め
、
環
境
学
習
に
つ
な
が
る
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
り
、
竹
田

特
産
の
チ
ョ
ロ
ギ
や
サ
フ
ラ
ン

の
栽
培
（
パ
エ
リ
ア
作
り
を
行

う
予
定
）、
ト
キ
学
習
（
ト
キ

が
来
る
里
作
り
を
夢
見
て
、
一

昨
年
度
に
夢
水
路
・
く
じ
ら
池
・

か
め
池
を
作
成
。
本
年
度
は
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
バ
ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
を
体
験
中
）
等
に

取
り
組
み
、
人
と
の
出
会
い
や

体
験
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
育

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
力
向
上
を
支
え
る

基
礎
基
本
の
定
着
に
向
け
て

も
、
指
導
法
の
工
夫
、
朝
読
書

の
継
続
、
ぐ
ん
ぐ
ん
ス
キ
ル
タ

イ
ム
の
実
施
、
ぐ
ん
ぐ
ん
発
表

集
会
の
充
実
な
ど
少
人
数
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
教
育
を
全
教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

９
月
に
は
地
域
と
の
合
同
運

動
会
、
11
月
に
は
学
校
公
開
日

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

元
気
な
岡
本
っ
子
に
会
い
に
ご

来
校
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
渡
部
由
美
子
）

岡本小学校

一本ずつ丁寧に植える子どもたち

他の園の友だちとおみこしリレー
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郷
里
で
養
蚕
養
鶏
業
を
営
む
傍
か
た
わ

ら
、
作
画
活
動
に
専
念
し
た
。

　

阿
蘇
や
小
国
地
方
で
揮き

ご
う毫
や

画
会
を
催
す
ほ
か
、
竹
田
で
も

昭
和
３
年
54
歳
頃
か
ら
地
元
有

志
の
南
画
愛
好
会
「
水
石
会
」

の
指
導
に
当
た
っ
た
。

　

昭
和
９
年
４
月
に
妻
ユ
キ
が

急
逝
し
、
そ
の
後
を
追
う
よ
う

に
し
て
同
年
12
月
に
九
峰
は
こ

の
世
を
去
っ
た
。
享
年
59
歳
で

あ
る
。

　

九
峰
は
名
誉
や
地
位
を
望
む

こ
と
な
く
唯
ひ
た
す
ら
画
業
に

精
進
し
、
家
族
を
大
事
に
し
た

ひ
た
む
き
な
生
涯
で
あ
っ
た
。

　

没
後
70
年
が
過
ぎ
、
こ
の
地

で
も
九
峰
の
名
を
知
る
人
は
少

な
く
な
っ
た
。
郷
土
の
生
ん
だ

偉
大
な
画
家
を
顕
彰
す
る
何
ら

か
の
形
が
で
き
な
い
も
の
か
と

思
う
。

　

久
住
山
を
仰
ぐ
久
住
町
西
郊

の
才さ

よ尾
の
台
地
に
、
夫
妻
は
静

か
に
眠
っ
て
い
る
。

※
参
照　

工
藤
元
平
「
都
甲
九
峰
」

（
志
賀　

静
哉
）

　

古
い
門
の
旧
家
の
よ
う
な
佇
ま

い
の「
佐
藤
武
郎
美
術
館
」（
向
町
）

に
は
、当
市
出
身
の
型
染
め
作
家
・

佐
藤
武
郎
さ
ん
の
岡
城
や
姫
だ
る

ま
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
開
館
し
、
竹
田
ま

ち
な
み
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

土
日
や
祝
日
の
10
時
か
ら
16
時
ま

で
開
館
し
て
い
ま
す
（
入
館
料

３
０
０
円
）。
ま
だ
の
方
は
、
ぜ

ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

竹
田
か
ら
久
住
の
街
並
に
入

り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
左
手
に

歴
史
を
感
じ
る
家
屋
が
目
に
入

る
。
こ
の
家
が
都
甲
家
で
あ
る
。

　

九
峰
は
明
治
８
年
久
住
町
に

生
ま
れ
、
本
名
は
安
平
で
あ
る
。

　

久
住
小
学
校
在
学
中
に
、
竹

田
の
入に

ゅ
う
た田
披ひ
う
ん雲
に
詩
書
画
を
学

び
、
20
年
に
小
学
校
卒
業
後
、

別
府
の
佐
藤
柳り

ゅ
う
ち
ょ渚
の
も
と
で
画

を
学
び
、
23
年
15
歳
か
ら
由
学

館
で
漢
籍
を
、
ま
た
田た

ぢ
か近
竹ち
く
そ
ん邨

に
画
を
学
ん
だ
。
26
年
18
歳
で

京
都
の
南
宗
学
校
に
入
り
、
田

能
村
直

ち
ょ
く
に
ゅ
う

入
に
師
事
し
た
。
29
年

21
歳
の
秋
、
東
京
の
川
端
学
校

で
川
端
玉

ぎ
ょ
く
し
ょ
う

章
の
も
と
、
円
山
四

条
派
を
学
ん
だ
。

　

明
治
34
年
、
26
歳
で
久
住
に

帰
郷
し
、
３
年
後
に
長
野
ユ
キ

と
結
婚
し
て
家
庭
を
持
っ
た
。

㊻

南画に生涯を捧げた都
と ご う

甲九
きゅうほう

峰

　

ア
ス
リ
ー
ト
の
よ
う
な
肉
体
美

も
衣
装
の
一
部
と
し
て
活
か
し
て

い
る
Ｔ
Ａ
Ｏ
。

　

私
た
ち
は
法
被
や
鉢
巻
を
舞
台

衣
装
か
ら
取
り
除
き
、
常
に
新
た

な
イ
メ
ー
ジ
の
衣
装
制
作
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

　

今
回
の
新
作
舞
台
「
浮
世
夢
幻

打
楽
」
で
は
、
幕
開
き
と
同
時
に

Ｔ
Ａ
Ｏ
ら
し
さ
を
よ
り
強
く
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
衣
装
づ
く
り

に
こ
だ
わ
っ
た
。

　

浮
世
絵
、
歌
舞
伎
、
忍
者
な
ど

の
イ
メ
ー
ジ
を
現
代
的
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
や
、
戦
国
武
将

の
兜
や
家
紋
を
モ
チ
ー
フ
に
取
り

入
れ
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
。
作
品
の
テ

ー
マ
に
添
っ
た
数
々
の
ア
イ
デ
ア

を
皆
と
話
し
合
い
、
何
十
回
と
な

く
試
作
を
重
ね
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
衣
装
に
は
、
一

着
に
30
枚
以
上
の
生
地
を
縫
い
合

わ
せ
た
も
の
も
あ
る
。
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
の
融
合
を
計
算
し
た
動

き
に
よ
っ
て
布
が
舞
台
空
間
を
華

や
か
に
舞
い
、
衣
装
と
音
楽
と
演

出
と
が
一
体
と
な
る
。
そ
の
一
体

感
が
、
作
り
手
に
と
っ
て
感
動
の

一
瞬
で
あ
る
。

　

今
後
続
く
初
の
全
国
縦
断
ツ
ア

ー
。
初
め
て
の
公
演
地
で
観
客
は

ど
の
よ
う
に
Ｔ
Ａ
Ｏ
を
感
じ
て
く

れ
る
の
か
…
。
と
て
も
楽
し
み
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ま
た
さ

ら
に
、
和
太
鼓
の
概
念
を
越
え
た

革
命
的
な
衣
装
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー  

森
藤 

麻
記
） 

第45 回

衣装へのこだわり

ちょっと

よりみち

ちょっと

よりみち

都甲　九峰
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竹
田
市
人
事
異
動

　

竹
田
市
で
は
、
平
成
21
年
７
月

１
日
付
け
人
事
異
動
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
人
事
異
動
は
、
４
月
１

日
付
け
人
事
異
動
が
市
長
選
挙
を

控
え
、
暫
定
的
な
異
動
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
新
市
政
の
政
策
実
現

に
向
け
、
一
部
組
織
機
構
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
空
席
の
役
職

ポ
ス
ト
の
補
充
を
行
い
な
が
ら
、

執
行
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
に

行
な
い
ま
し
た
。

□
組
織
機
構
の
改
正
内
容

企
画
情
報
課
の
再
編
強
化

　

企
画
情
報
課
の
体
制
を
再
編
強

化
し
、
新
た
に
「
地
域
振
興
係
」、

「
農
村
回
帰
推
進
係
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

地
域
振
興
係
は
、
こ
れ
ま
で
の

企
画
調
整
機
能
に
加
え
、
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
し
た
運
動
や
白
水

ダ
ム
の
環
境
整
備
な
ど
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
調
整
を
担
う
組
織
で
す
。

　

農
村
回
帰
推
進
係
は
、
農
村
回

帰
宣
言
都
市
を
標
榜
し
た
施
策
の

実
現
に
向
け
、
支
所
に
お
け
る
地

域
振
興
室
と
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
民
間
組
織
等
と
の
連
携
も
図

り
な
が
ら
、
竹
田
市
の
一
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
い
く
体
制
を
強

化
し
ま
し
た
。

　

企
画
情
報
課
の
所
管
事
務
の
う

ち
、
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
を
短
期
集
中
的
に
推
進
す
る
た

め
、
企
画
情
報
課
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
室
を
設
置
し
、
既

設
の
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
も
含
め
た
組
織
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
庁
内
組
織
の
ケ
ー
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
本
部
本
部

員
の
課
長
級
職
員
21
人
を
企
画
情

報
課
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
室
主
幹
（
推
進
担
当
）
と
し
て

兼
務
発
令
を
行
い
、
加
入
促
進
や

事
業
推
進
に
向
け
、
連
携
と
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

支
所
組
織
の
充
実
再
編

　

支
所
の
組
織
体
制
の
充
実
を
行

い
、
２
課
体
制
か
ら
４
つ
の
課
ま

た
は
室
体
制
に
す
る
と
と
も
に
、

課
長
級
か
ら
係
長
級
ま
で
の
役
職

ポ
ス
ト
と
人
員
の
増
を
行
い
、
支

所
地
域
の
行
政
力
向
上
を
図
る
体

制
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
市
民
生
活
課
、
産

業
建
設
課
に
加
え
、
各
支
所
に
地

域
振
興
室
を
設
置
し
、
各
地
域
の

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
窓
口
や
企
画
情
報
課
農

村
回
帰
推
進
係
と
連
携
強
化
す
る

組
織
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荻
支
所
に
は
農
業
振
興

室
、
久
住
・
直
入
支
所
に
は
商
工

観
光
振
興
室
を
設
置
し
、
地
域
に

特
化
し
た
産
業
振
興
を
推
進
す
る

た
め
の
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

【
７
月
１
日
付
（ 

）
内
は
旧
役
職
】

■
課　

長

▽
企
画
情
報
課
長
（
財
政
課
長
）

児
玉
龍
明
▽
企
画
情
報
課
付
課
長

兼
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

室
長
兼
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
長
（
企
画
情
報
課
長
）

阿
南
良
治
▽
財
政
課
長
（
財
政
課

長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
後
藤
英
一

▽
荻
支
所
長
兼
選
管
荻
支
局
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
佐
藤

正
▽
荻
支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会

計
課
荻
分
室
長
（
久
住
支
所
市
民

生
活
課
長
兼
会
計
課
久
住
分
室
長

兼
選
管
久
住
支
局
長
）
工
藤
久
憲

▽
荻
支
所
建
設
課
長
（
荻
支
所
産

業
建
設
課
長
）
後
藤
昭
一
▽
久
住

支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
久

住
分
室
長
（
荻
支
所
市
民
生
活
課

長
兼
会
計
課
荻
分
室
長
兼
選
管
荻

支
局
長
）
内
田
賢
一
▽
久
住
支
所

産
業
建
設
課
長
（
直
入
支
所
産
業

建
設
課
長
）
吉
野
修
一
▽
直
入
支

所
産
業
建
設
課
長
（
歴
史
資
料
館

長
兼
文
化
財
課
長
兼
文
化
財
管
理

セ
ン
タ
ー
所
長
）
工
藤
省
治
▽
歴

史
資
料
館
長
兼
文
化
財
課
長
兼
文

化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
（
水
道

課
長
）
工
藤
克
美
▽
竹
田
中
央
学

校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
・

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

（
久
住
支
所
産
業
建
設
課
長
）
麻

生
宗
洋
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理

場
長
兼
久
住
・
直
入
学
校
給
食
共

同
調
理
場
長
）
志
賀
義
治
▽
水
道

課
長
（
荻
支
所
長
）
菅
良
二

■
課
長
補
佐

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長

（
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室
長
補

佐
）
甲
斐
健
三
▽
総
務
課
長
補
佐

兼
秘
書
広
聴
係
長
（
農
林
整
備
課

長
補
佐
兼
農
村
計
画
係
長
）
後
藤

芳
彦
▽
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

長
補
佐
（
建
設
課
庶
務
係
長
）
菊

池
博
文
▽
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼

地
域
振
興
係
長
（
総
務
課
職
員
係

長
）
池
永
徹
▽
企
画
情
報
課
長
補

佐
兼
農
村
回
帰
推
進
係
長
（
総
務

課
長
補
佐
兼
秘
書
広
聴
係
長
）
木

下
郁
雄
▽
企
画
情
報
課
ケ
ー
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
長
補
佐

（
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
情
報
化

推
進
係
長
）
大
塚
直
広
▽
財
政
課

長
補
佐
兼
財
政
係
長
（
保
険
課
長

補
佐
兼
国
保
・
高
齢
者
医
療
係
長
）

後
藤
俊
治
▽
保
険
課
長
補
佐
兼
介

護
保
険
係
長
（
保
険
課
介
護
保
険

係
長
）
後
藤
新
一
▽
環
境
衛
生
課

長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
（
生
涯

学
習
課
長
補
佐
兼
久
住
教
育
係
長

兼
久
住
・
都
野
・
白
丹
公
民
館
長

兼
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次

長
）
上
野
寿
雄
▽
環
境
衛
生
課
長

補
佐
兼
衛
生
施
設
係
長
兼
清
掃
施

設
係
長
（
環
境
衛
生
課
長
補
佐
兼

衛
生
施
設
係
長
）
本
田
二
雄
▽
人

権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐
兼
人

権
・
同
和
対
策
係
長
（
監
査
事
務

局
次
長
兼
庶
務
係
長
）
後
藤
俊
雄

▽
農
政
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係

長
（
直
入
支
所
産
業
建
設
課
長
補

佐
兼
温
泉
療
養
文
化
館
長
）
荒
巻

英
俊
▽
農
政
課
長
補
佐
兼
林
業
振

興
係
長
（
荻
支
所
産
業
建
設
課
長

補
佐
）
飯
田
啓
三
▽
農
林
整
備
課

長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
企
画
情
報

課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
）
清
水

禎
治
▽
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
農

村
計
画
係
長
（
農
林
整
備
課
地
籍

調
査
係
長
）
工
藤
両
一
▽
建
設
課

長
補
佐
兼
道
路
管
理
係
長
・
企
画

調
整
担
当
（
図
書
館
次
長
）
阿
南

靖
弘
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
道
路
河

川
係
長
（
建
設
課
長
補
佐
）
阿
南

智
博
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
ダ
ム
・

高
規
格
対
策
係
長
（
直
入
支
所
産

業
建
設
課
長
補
佐
）
工
藤
清
徳
▽

荻
支
所
地
域
振
興
室
長
兼
選
管
荻

支
局
次
長
兼
企
画
情
報
課
主
幹
・

農
村
回
帰
推
進
担
当
（
総
務
課
長

補
佐
兼
行
政
係
長
）
後
藤
誠
▽
荻

支
所
農
業
振
興
室
長
（
生
涯
学
習

課
長
補
佐
兼
荻
教
育
係
長
兼
荻
・

柏
原
公
民
館
長
兼
荻
み
ら
い
館

長
）
本
田
隆
憲
▽
荻
支
所
建
設
課

長
補
佐
（
荻
支
所
産
業
建
設
課
長

補
佐
）
立
川
昌
男
▽
久
住
支
所
地

域
振
興
室
長
兼
選
管
久
住
支
局
次

長
兼
企
画
情
報
課
主
幹
・
農
村
回

帰
推
進
担
当
（
久
住
支
所
市
民
生
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活
課
長
補
佐
兼
選
管
久
住
支
局
次

長
）
下
藤
由
典
▽
久
住
支
所
商
工

観
光
振
興
室
長
（
直
入
支
所
産
業

建
設
課
長
補
佐
兼
国
民
宿
舎
直
入

荘
支
配
人
）
渡
辺
英
治
▽
久
住
支

所
商
工
観
光
振
興
室
長
補
佐
（
久

住
支
所
産
業
建
設
課
長
補
佐
）
阿

部
泰
治
▽
直
入
支
所
地
域
振
興
室

長
兼
選
管
直
入
支
局
次
長
兼
企
画

情
報
課
主
幹
・
農
村
回
帰
推
進
担

当
（
直
入
支
所
市
民
生
活
課
長
補

佐
兼
選
管
直
入
支
局
次
長
）
那
須

英
俊
▽
直
入
支
所
商
工
観
光
振
興

室
長
（
農
政
課
長
補
佐
兼
農
業
振

興
係
長
）
大
久
保
教
義
▽
直
入
支

所
商
工
観
光
振
興
室
長
補
佐
兼
国

民
宿
舎
直
入
荘
支
配
人
（
企
画
情

報
課
長
補
佐
兼
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
長
）
林
寿
徳
▽

直
入
支
所
商
工
観
光
振
興
室
長
補

佐
兼
温
泉
療
養
文
化
館
長
（
工
事

検
査
課
庶
務
係
長
）
佐
東
龍
二
▽

教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
佐
兼
総

務
係
長
（
兼
学
校
教
育
課
長
補
佐

兼
教
育
指
導
係
長
）
阿
南
茂
▽
学

校
教
育
課
長
補
佐
兼
教
育
指
導
係

長
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
）
吉
野
健
一
▽
生
涯
学

習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長

（
中
央
公
民
館
次
長
兼
文
化
会
館

次
長
）
原
田
敏
治
▽
生
涯
学
習
課

長
補
佐
兼
社
会
体
育
係
長
（
生
涯

学
習
課
社
会
体
育
係
長
）
工
藤
英

信
▽
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
荻
教

育
係
長
兼
荻
・
柏
原
公
民
館
長
兼

荻
み
ら
い
館
長
（
農
政
課
長
補
佐

兼
林
業
振
興
係
長
）
大
塚
幸
憲
▽

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
久
住
教
育

係
長
兼
久
住
・
都
野
・
白
丹
公
民

館
長
兼
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理

場
次
長
（
農
林
整
備
課
庶
務
係
長
）

大
塚
斎
昭
▽
生
涯
学
習
課
長
補
佐

兼
直
入
教
育
係
長
兼
直
入
公
民
館

長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場

次
長
（
生
涯
学
習
課
直
入
教
育
係

長
兼
直
入
公
民
館
長
兼
直
入
学
校

給
食
共
同
調
理
場
次
長
）
後
藤
光

博
▽
中
央
公
民
館
次
長
兼
文
化
会

館
次
長
（
人
権
・
同
和
対
策
課
長

補
佐
兼
人
権
・
同
和
対
策
係
長 

）
藤
原
誠
一
▽
図
書
館
次
長
（
財

政
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
）
伊
藤

博
文
▽
監
査
事
務
局
次
長
兼
庶
務

係
長
（
市
民
課
長
補
佐
兼
年
金
係

長
）
和
田
春
美

■
係　

長

▽
総
務
課
職
員
係
長
（
総
務
課
）

後
藤
和
重
▽
財
政
課
管
財
係
長

（
建
設
課
ダ
ム
・
高
規
格
対
策
係

長
）
大
谷
恭
一
▽
市
民
課
年
金

係
長
（
生
涯
学
習
課
）
菊
池
恭
子

▽
保
険
課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

長
（
福
祉
事
務
所
）
菊
池
享
子
▽

環
境
衛
生
課
付
係
長
（
環
境
衛
生

課
清
掃
施
設
係
長
）
野
村
長
太
郎

▽
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
長

（
総
務
課
付
係
長
）
岩
本
郁
▽
養

護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
生
活
相
談

係
長
（
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援

係
長
）
和
田
雪
子
▽
農
林
整
備
課

地
籍
調
査
係
長
（
農
政
課
畜
産
振

興
室
係
長
）
森
正
治
▽
商
工
観
光

課
商
工
観
光
係
長
（
商
工
観
光
課
）

工
藤
隆
浩
▽
建
設
課
庶
務
係
長

（
農
政
課
）
渡
辺
一
宏
▽
建
設
課

付
係
長
（
建
設
課
道
路
河
川
係
長
）

阿
南
一
雄
▽
工
事
検
査
課
庶
務
係

長
（
生
涯
学
習
課
）
吉
野
文
浩
▽

荻
支
所
地
域
振
興
室
係
長
（
福
祉

事
務
所
）
山
村
孝
二
▽
荻
支
所
農

業
振
興
室
係
長
（
荻
支
所
産
業
建

設
課
）
羽
田
野
泰
弘
▽
久
住
支
所

地
域
振
興
室
係
長
（
養
護
老
人
ホ

ー
ム
南
山
荘
生
活
相
談
係
長
）
佐

藤
優
子
▽
直
入
支
所
地
域
振
興
室

係
長
（
税
務
課
）
工
藤
厚
己

■
一　

般

▽
総
務
課
（
財
政
課
）
後
藤
和
司

▽
企
画
情
報
課
兼
総
務
課
（
直
入

支
所
市
民
生
活
課
）
熊
谷
芳
浩
▽

企
画
情
報
課
（
工
事
検
査
課
）
宮

成
公
一
郎
▽
企
画
情
報
課
（
直
入

支
所
産
業
建
設
課
）
小
島
崇
▽
企

画
情
報
課
（
中
央
公
民
館
）
江
渡

孝
行
▽
企
画
情
報
課
（
企
画
情
報

課
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
）
山
口
浩
輔
▽
企
画
情
報
課

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室

（
企
画
情
報
課
）
衛
藤
洋
一
▽
企

画
情
報
課
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
室
（
企
画
情
報
課 

）
渡
辺

康
公
▽
企
画
情
報
課
ケ
ー
ブ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
（
企
画
情
報

課
）
工
藤
健
▽
企
画
情
報
課
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
兼
ケ

ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

（
企
画
情
報
課
）
藤
島
勲
▽
企
画

情
報
課
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
室
兼
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
（
企
画
情
報
課
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）

森
田
康
之
▽
財
政
課
（
総
務
課
）

大
窪
孝
幸
▽
財
政
課
（
荻
支
所
市

民
生
活
課
）渕
憲
治
▽
税
務
課（
直

入
支
所
市
民
生
活
課
）
氏
田
哲
生

▽
税
務
課
（
農
政
課
畜
産
振
興
室
）

若
杉
浩
司
▽
税
務
課
（
生
涯
学
習

課
）
倉
原
郁
▽
税
務
課
（
市
民
課
）

柚
木
玲
奈
▽
市
民
課
（
教
育
委
員

会
総
務
課
）
堀
貴
美
子
▽
市
民
課

（
税
務
課
）
山
村
宗
子
▽
保
険
課

（
久
住
支
所
市
民
生
活
課
）
筑
紫

聡
▽
福
祉
事
務
所
（
農
政
課
）
加

藤
剛
▽
福
祉
事
務
所
（
環
境
衛
生

課
）加
藤
光
寿
▽
福
祉
事
務
所（
会

計
課
）渡
辺
真
由
美
▽
農
政
課（
農

林
整
備
課
）
古
沢
邦
利
▽
農
政
課

（
市
民
課
）
磯
野
俊
彦
▽
農
政
課

（
総
務
課
）
後
藤
孝
介
▽
農
政
課

畜
産
振
興
室
（
荻
支
所
産
業
建
設

課
）
後
藤
美
夫
▽
農
政
課
畜
産
振

興
室
（
久
住
支
所
市
民
生
活
課
）

工
藤
正
蔵
▽
農
林
整
備
課
（
水
道

課
）
斉
藤
誠
▽
農
林
整
備
課
（
福

祉
事
務
所
）
佐
藤
哲
也
▽
農
林
整

備
課
（
建
設
課
）
後
藤
正
樹
▽
商

工
観
光
課
（
生
涯
学
習
課
）
髙
本

輝
美
▽
建
設
課
（
久
住
支
所
産
業

建
設
課
）後
藤
将
道
▽
会
計
課（
企

画
情
報
課
）
阿
南
輝
明
▽
荻
支
所

地
域
振
興
室
（
荻
支
所
市
民
生
活

課
）
伊
東
豪
▽
荻
支
所
農
業
振
興

室
（
荻
支
所
産
業
建
設
）
後
藤
一

郎
▽
荻
支
所
農
業
振
興
室
（
農
林

整
備
課
）
後
藤
誠
郎
▽
荻
支
所
農

業
振
興
室
（
財
政
課
）
安
南
泰
彦

▽
荻
支
所
建
設
課
（
荻
支
所
産
業

建
設
課
）
吉
野
正
臣
▽
久
住
支
所

地
域
振
興
室
（
久
住
支
所
産
業
建

設
課
）
志
賀
直
樹
▽
久
住
支
所
商

工
観
光
振
興
室
（
久
住
支
所
産
業

建
設
課
）
中
村
祐
二
▽
久
住
支
所

産
業
建
設
課
（
農
政
課
）
高
司
幸

明
▽
久
住
支
所
産
業
建
設
課
（
農

政
課
）
後
藤
祥
司
▽
直
入
支
所
地

域
振
興
室
（
直
入
支
所
市
民
生
活

課
）
山
口
誠
▽
直
入
支
所
市
民
生

活
課
（
税
務
課
）
久
保
芳
久
▽
直

入
支
所
商
工
観
光
振
興
室
（
企
画

情
報
課
）
後
藤
英
樹
▽
直
入
支
所

産
業
建
設
課
（
税
務
課
）
工
藤
賢

稔
▽
生
涯
学
習
課
（
水
道
課
）
古

荘
孝
子
▽
生
涯
学
習
課
（
商
工
観

光
課
）
佐
藤
正
子
▽
生
涯
学
習
課

（
企
画
情
報
課
）
井
出
剛
▽
生
涯

学
習
課
（
建
設
課
）
渡
部
泰
彦
▽

生
涯
学
習
課
（
荻
支
所
産
業
建
設

課
）足
達
京
悟
▽
生
涯
学
習
課（
竹

田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）

津
曲
美
香
▽
中
央
公
民
館
（
保
険

課
）
後
藤
惟
稔
▽
竹
田
中
央
学
校

給
食
共
同
調
理
場
（
生
涯
学
習
課
）

永
星
順
子
▽
水
道
課
（
生
涯
学
習

課
）
吉
野
忠
道
▽
水
道
課
（
農
林

整
備
課
）
吉
良
栄
三
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◎日本脳炎予防接種について
　市では、日本脳炎予防接種に関して急性散在性脳髄膜
炎との因果関係から積極的な勧奨は行っていません。
　6 月 2 日から新たに「乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン」
が定期の第１期予防接種（標準として３歳）に使用可能
となりましたが、有用性および安全性が確立されるまで
引き続き積極的な勧奨は行いません。
　接種を希望される方は、主治医または
健康増進課にご相談ください。

保健だより
本 庁 健 康 増 進 課　☎ 63-4810
荻 支 所 市 民 生 活 課　☎ 68-2214
久住支所市民生活課　☎ 76-1419
直入支所市民生活課　☎ 75-2211

好
き
嫌
い
の
訳
Ⅲ

　

以
前
、
好
き
嫌
い
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

母
親
が
嫌
い
な
も
の
が
子
ど
も
に

受
け
継
が
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
結
果
で
し
た
。
母
親
が
嫌
い
な

も
の
を
食
卓
に
出
さ
な
い
と
、
子

ど
も
も
嫌
い
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
ご
く
自
然
な
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

見
た
こ
と
の
な
い
食
べ
物
を
嫌

が
る
こ
と
を
新
奇
恐
怖(

ｎ
ｅ
ｏ

‐
ｐ
ｈ
ｏ
ｂ
ｉ
ａ
）
と
言
い
ま
す
。

初
め
て
見
る
も
の
を
警
戒
し
、「
こ

れ
何
？
食
べ
る
も
の
？
お
い
し
い

の
？
」
と
思
う
気
持
ち
で
す
。
進

化
の
過
程
で
こ
れ
も
重
要
な
能
力

で
、
何
で
も
警
戒
心
の
な
い
ま
ま

口
に
入
れ
て
い
る
よ
う
で
は
毒
に

中
っ
て
絶
滅
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

こ
の
新
奇
恐
怖
と
い
う
反
応
は

子
ど
も
に
も
大
人
に
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
外
国
人
が
初
め
て

梅
干
や
納
豆
、
海
苔
や
タ
ク
ア
ン

を
見
た
と
き
、
匂
い
を
嗅
い
だ
り

し
て
嫌
な
顔
を
す
る
の
は
こ
の
反

応
の
た
め
で
す
。
子
ど
も
の
場
合
、

見
慣
れ
な
い
食
べ
物
を
嫌
が
る
と

い
う
こ
の
新
奇
恐
怖
反
応
は
２
歳

か
ら
７
歳
ま
で
の
77
％
に
認
め
ら

れ
る
そ
う
で
す
。

　

ラ
ッ
ト
に
初
め
て
の
味
で
あ
る

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を
与
え
る
と
、

普
段
の
平
均
水
摂
取
量
が
１
日
10

㎖
で
あ
る
の
に
対
し
２
㎖
に
減
少

し
ま
す
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
た

っ
て
再
び
同
じ
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

を
与
え
る
と
、
以
前
の
摂
取
時
に

内
臓
の
不
快
症
状
を
と
も
な
わ
ず

渇
き
を
い
や
し
た
と
い
う
経
験
に

よ
り
、
摂
取
量
が
次
第
に
増
え
、

水
以
上
の
摂
取
量
に
達
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
繰
り
返

し
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を
与
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
新
奇
恐
怖
を
克
服

し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
逆
に
言

う
と
何
度
も
繰
り
返
し
安
全
で
あ

る
こ
と
を
学
習
し
な
け
れ
ば
新
奇

恐
怖
が
な
く
な
ら
な
い
こ
と
も
示

し
て
い
る
の
で
す
。

　

動
物
の
場
合
で
も
い
え
ま
す

が
、
親
が
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
る
も
の
は
子
ど
も
た
ち
の
新
奇

恐
怖
反
応
が
軽
減
し
ま
す
。
た
と

え
、
親
は
嫌
い
な
も
の
で
も
食
卓

に
出
し
て
、
し
か
も
美
味
し
そ
う

に
食
べ
て
見
せ
る
こ
と
で
子
ど
も

の
新
奇
恐
怖
反
応
を
抑
え
、
好
き

嫌
い
を
少
な
く
し
て
あ
げ
ら
れ
る

と
い
い
で
す
ね
。

（
院
長　

大
多
和　

聡
）

竹
田
医
師
会
病
院
か
ら

　

母
子
健
康
手
帳
の
「
予
防
接
種

の
記
録
」
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
受
け
て
い
な
い
予

防
接
種
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
三
種

混
合
、二
種
混
合
、Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・

風
し
ん
）、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
定
期

予
防
接
種
を
ま
だ
接
種
し
て
い
な

い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

　

厚
生
労
働
省
は
２
０
１
２
年
ま

で
に
国
内
か
ら
麻
し
ん
（
は
し
か
）

の
排
除
を
計
画
し
て
お
り
、
予
防

接
種
率
95
％
以
上
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
市
の
接
種
率
は

第
１
期
92
・
２
％
、
第
２
期
95
・

５
％
、
第
３
期
90
・
６
％
、
第
４

期
88
・
２
％
で
し
た
。

　

最
近
は
進
学
や

就
職
の
際
に
麻
し

ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
対
象
年
齢
に
な
っ
た
ら
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
余
裕
を
も

っ
て
、
ぜ
ひ
夏
休
み
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

◇
水
ぼ
う
そ
う
・
お
た
ふ
く
か
ぜ

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
市
内

で
も
水
ぼ
う
そ
う
の
患
者
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
水
ぼ
う
そ
う
と
お
た

ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
を
無
料
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
民
票
が
あ
る

　

生
後
12
か
月
か
ら
36
か
月
の
お

　

子
さ
ん

※
す
で
に
接
種
を
受
け
た
方
は
接

　

種
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
た
ふ
く
か
ぜ
は
24
か
月
か
ら

　

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

医
療
機
関　

市
内
の
協
力
医
療
機

　

関
（
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。）

●
お
問
い
合
せ

　

健
康
増
進
課　
☎
63
‐
４
８
１
０

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　

～
夏
休
み
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
～

○
平
成
21
年
度
対
象
者

第
１
期　

１
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か

　

ら
２
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で

第
２
期　

平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ

第
３
期　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

第
４
期　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
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とうきびじり焼き
□作り方
１　生コーンと水をミキサーにか
　けコーンペーストにし、ふるっ
　た薄力粉を合わせ、粒コーンも
　加える。
２　油を薄く引いたホットプレー
　トまたはテフロン加工のフライ
　パンに１を丸く流し込み、両面
　を焼く。
３　熱いうちに黒糖を散らし、く
　るくると巻く。食べやすく切っ
　て盛り付ける。

　竹田市の特産品であるとうもろこし。その成分は糖質が主で、高エネルギーな食材です。胚芽部分
にはビタミン B1、ビタミン B2、ビタミン E、各種ミネラルを含みます。食物繊維が豊富で、便秘にも
効果的。また、リノール酸も多く、動脈硬化の予防にも効果が期待できます。
　しかし、高温に弱く、収穫してから時間とともに栄養やおいしさがどんどん失われるので、手に入
れたらできるだけ早く調理しましょう。皮は調理の直前にむいてください。
　また、品質の低下がとても早いので、生のままではなくゆでてからラップし、冷蔵庫または冷凍庫
に保存するようにしましょう。

今月の食材　 とうもろこし

 今月の 食育レシピ
■材料（4 枚分）

生コーン　　 　　150 ｇ

水　　　　　 　　100cc

薄力粉　　　 　　100 ｇ

コーン（粒）   　　　適宜

サラダ油　　  　　　適宜

黒糖（粉末）　　　   適宜

塩　　　　　  ひとつまみ

　

今
月
は
65
歳
以
上
の
方
（
第
１

号
被
保
険
者
）
の
介
護
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

 

介
護
保
険
料
の
納
付
方
法

　

介
護
保
険
料
を
納
付
す
る
方
法

に
は
、
年
金
か
ら
あ
ら
か
じ
め
天

引
き
す
る
方
法
（
特
別
徴
収
）
と

市
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
で
納
め

る
方
法
（
普
通
徴
収
）
が
あ
り
ま

す
。（
原
則
は
特
別
徴
収
で
す
。）

○
特
別
徴
収

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
の

は
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
・
障
害

年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
の
受
給
額

が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
お
よ

び
恩
給
は
天
引
き
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

〈
４
月
～
８
月
（
仮
徴
収
）〉

　

４
月
ま
た
は
５
月
に
仮
徴
収
通

知
書
で
お
知
ら
せ
し
た
額
が
、
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

〈
10
月
～
翌
年
２
月
（
本
徴
収
）〉

　

昨
年
の
本
人
お
よ
び
家
族
の
所

得
等
を
も
と
に
決
定
し
た
保
険
料

の
通
知
書
を
８
月
に
郵
送
し
ま

す
。
そ
の
額
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
ま
す
。

　

65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方
や

所
得
に
変
動
の
あ
っ
た
方
、
転
入

さ
れ
た
方
な
ど
は
、
特
別
徴
収
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、

一
時
的
に
納
付
書
で
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
場
合
に
よ

っ
て
は
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
を

同
時
に
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
普
通
徴
収

　

老
齢
（
退
職
）
年
金
・
障
害
年

金
お
よ
び
遺
族
年
金
の
受
給
額
が

年
額
18
万
円
未
満
の
方
は
普
通
徴

収
と
な
り
ま
す
。

　

納
付
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
納
期
内
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

〝
口
座
振
替
〟
が
便
利
で
す
！

　

普
通
徴
収
で
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
預
金
通
帳
、
通
帳

の
届
出
印
を
お
持
ち
の
う
え
、
指

定
の
金
融
機
関
ま
た
は
税
務
課
も

し
く
は
各
支
所
市
民
生
活
課
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
は
申
込
み
を

さ
れ
た
月
の
翌
月
か
ら
開
始
さ
れ

ま
す
。

 

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険

料
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納
期
間
に

応
じ
て
償
還
払
い
や
給
付
の
差
し

止
め
、
１
割
か
ら
３
割
へ
の
自
己

負
担
率
の
引
き
上
げ
な
ど
の
給
付

制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
で
一
時

的
に
保
険
料
が
支
払
え
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
保
険
料
の
減
免
や
納

付
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
社
会

に
お
け
る
介
護
を
自
助
を
基
本
と

し
な
が
ら
社
会
全
体
で
支
え
る
目

的
で
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
納
付
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63
‐
４
８
０
９

・
保
険
料
の
額
に
つ
い
て

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
63
‐
４
８
０
３

・
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

税
務
課
管
理
係

　

☎
63
‐
４
８
０
３
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古
澤　

政
浩

　
　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

２
位

  〝
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
〟
で

 　

ま
ち
を
き
れ
い
に

　

６
月
19
日
、
㈳
豊
肥
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
竹
田
支
所
の

会
員
約
１
０
０
名
が
、
竹
田
市
総

合
運
動
公
園
、
高
鼻
公
園
、
久
住

支
所
周
辺
、
ド
イ
ツ
村
周
辺
の
の

草
刈
り
や
除
草
、
植
栽
の
剪
定
作

業
等
を
行
な
い
ま
し
た
。

 

シ
ル
バ
ー
作
品
展

 

伊
藤
さ
ん
、
久
持
さ
ん
が
入
賞

みんなの
　　ひろば

 

お
い
し
い
ど
ぶ
ろ
く
で

 　

最
高
の
評
価
の
「
優
」

　

昨
年
の
４
月
に
免
許
を
取
得

し
、「
飲
み
や
す
く
、
お
い
し
い
」

ど
ぶ
ろ
く
造
り
を
続
け
て
い
る
後

藤
一
士
さ
ん
（
穴
井
迫
）
が
、
免

許
更
新
の
際
に
熊
本
国
税
局
か
ら

最
高
の
「
優
」
の
品
質
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
育
て
た
米
と
地
下

水
を
原
料
に
、
地
下
水
や
冷
蔵
庫

で
温
度
調
節
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
発
酵
さ
せ
て
ど
ぶ
ろ
く
を
造

っ
て
い
ま
す
。
何
度
も
失
敗
を
繰

り
返
し
、
試
行
錯
誤
の
末
に
現
在

の
製
造
方
法
に
た
ど
り
着
い
た
と

言
い
ま
す
。

　

後
藤
さ
ん
は
「
お
い
し
い
ど
ぶ

ろ
く
を
よ
り
多
く
の
人
に
飲
ん
で

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、

一
緒
に
ど
ぶ
ろ
く
造
り
に
取
り
組

む
長
男
の
裕
治
さ
ん
は
「
ど
ぶ
ろ

く
が
竹
田
の
名
物
に
早
く
な
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
」

と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

 

第
29
回
大
分
県

　

 

ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

第
29
回
大
分
県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
大
会
（
５
月
17
日
・
大
分
市
）

に
竹
田
市
か
ら
も
選
手
が
参
加

し
、
次
の
と
お
り
優
れ
た
成
績
を

収
め
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

大
分
県
障
が
い
者
体
育
協
会
会
長
賞

　

池
邉　

寿
（
男
子
走
幅
跳
）

　

和
田　

稔
（
男
子
立
幅
跳
）

Ｏ
Ｂ
Ｓ
大
分
放
送
賞

　

芦
刈　

美
香
（
女
子
８
０
０
ｍ
）

 

第
４
回
大
分
県

 　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

第
４
回
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
（
５
月
24
日
～
６
月
７

日
・
大
分
市
）
に
竹
田
市
か
ら
も

多
く
の
選
手
が
参
加
し
、
開
会
式

の
入
場
行
進
で
県
旗
保
持
を
務
め

た
ほ
か
、
各
種
目
で
も
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

羽
田
野
敏
子 

　
　

女
子
卓
球　

３
位

　

和
田　

稔

　
　

男
子
50
ｍ
走　

２
位

　
　

男
子
立
幅
跳　

１
位

　

川
越　

政
文

　
　

男
子
２
０
０
ｍ
走　

２
位

　
　

男
子
４
０
０
ｍ
走　

３
位

　

北
野　

国
広

　
　

男
子
４
０
０
ｍ
走　

３
位

　
　

男
子
８
０
０
ｍ
走　

２
位

　

永
田　

剣
次

　
　

男
子
８
０
０
ｍ
走　

１
位

　

佐
藤　

達
二　
　

　
　

男
子
８
０
０
ｍ
走　

３
位

　

中
野　

友
彰

　
　

男
子
１
、５
０
０
ｍ
走　

１
位

　

池
邉　

寿

　
　

男
子
走
幅
跳　

２
位

　

藤
本　

敦
子 

　
　

女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー　

１
位

　
　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

１
位

植栽の剪定をする会員

自慢のどぶろくを持つ後藤さん

　

第
20
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
の
シ
ル
バ
ー
作
品
展
の
工
芸
部

門
で
、
伊
藤
昭
子
さ
ん
（
泉
水
）

が
優
秀
賞
、
久
持
忠
徳
さ
ん
（
南

山
荘
）
が
審
査
員
特
別
賞
を
授
賞

し
ま
し
た
。

 

国
体
の
の
ぼ
り
を
使
っ
て 

 　

め
じ
ろ
ん
エ
コ
バ
ッ
ク

　

久
住
町
白
丹
の
仲
原
い
き
い
き

グ
ル
ー
プ
で
は
、
昨
年
の
国
体
で

使
用
し
た
の
ぼ
り
を
再
利
用
し
て

エ
コ
バ
ッ
ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

絵
柄
を
考
え
な
が
ら
の
ぼ
り
を

裁
断
、
縫
製
し
た
後
、
ア
イ
ロ
ン

が
け
を
し
ま
す
。
約
１
０
０
個
を

作
り
、
仲
原
自
治
会
の
各
世
帯
に

も
配
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
足
達
初
男
さ
ん
は
「
丈

夫
で
重
い
も
の
を
入
れ
て
も
大
丈

夫
。
多
く
の
人
に
使
っ
て
欲
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

かわいいめじろんエコバック

表彰状を受け取る久持さん



図書館
から

７月の
お 知 ら せ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）
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■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
・1 Ｑ 84　BOOK1　　　　　　　　　　 村上春樹
・1 Ｑ 84　BOOK2　　　　　　　　　　 村上春樹
・広瀬武夫－旅順に散った「海のサムライ」　櫻田啓
・アントキノイノチ　　　　　　　　  さだまさし

〔子どもの本〕
・おうまさんしてー！　　　　　　　　  三浦太郎
・ほんとのおおきさ動物園　　　　　　  小宮輝之
・あわてんぼうなお姫さま　  日本児童文芸家協会
・たま、また、たま　　　　　　　　  星川ひろ子

ほか 50 冊ほど購入しました。

竹田市立図書館の休館日は

6 日㈪ ･13 日㈪ ･20 日㈪
･24 日㈮
･27 日㈪
　です。

「司書おすすめの 1冊」

「甘苦上海Ⅰ」
高樹のぶ子

日本経済新聞出版社
　51 歳の女性企業家
早見紅子の前に突然
現 れ た 39 歳 の 男 性、
京。 そ の 2 人 に 恋 の
冒険が始まる…。第 2
弾も入りました！

「いそっぷのおはなし」
木坂涼（再話）　グランまま社

　すてきな絵本ができました！ 9 つの
いそっぷのおはな
しに「ともだちや」
シリーズでおなじ
みの降矢ななさん
の絵が広がります。
ぜひどうぞ！

竹田市の人口

( 平成 21 年 5 月 31 日現在 )
　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　25,946 人　 ( － 30 人 )
　男性　12,097 人　 ( － 14 人 )
　女性　13,849 人　 ( － 16 人 )
世帯数　10,650 世帯 ( －    3 世帯 )

住民基本台帳登録人数

　

７
月
１
日
付
け
で
異
動
す
る
こ

と
に
な
り
、
今
号
が
自
分
の
手
で

作
る
最
後
の
広
報
紙
と
な
り
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
、
確
か
に
大
変

で
し
た
が
、
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
２
か
月
間
、
い
ろ
ん

な
場
所
で
出
会
っ
た
多
く
の
人
、

支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
は
新
し
い
担
当
者
が

編

集

後

記

ブックスタート
日時　7 月　8 日㈬
　　　13：30 ～
場所　竹田市総合社会福祉センター

おはなしルーム
日時　7 月 15 日㈬
　　　13：20 ～
場所　竹田幼稚園

おはなし広場
日時　7 月　8 日㈬
　　　10：30 ～
場所　荻福祉健康エリア

おはなしのへや
日時　毎週火曜日
　　　10：30 ～
場所　竹田市立図書館

今月の新刊のご案内

作
る
広
報
紙
が
皆
さ
ん
の
も
と
に

届
き
ま
す
。
今
後
と
も
「
広
報
た

け
た
」
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　
（
井
出
）

夏休み図書館まつり
日時　7 月 20 日㈪ “海の日”　13:00 ～ 15:30
場所　竹田市総合社会福祉センター



　平成 21 年 8 月に１歳の誕生日
を迎えるお子さんの写真を募集し
ます！
　詳しくは企画情報課広報担当ま
でお問い合せください。

No.52　
平

成
21年

7月
１

日
発

行
　

■
発

行
/竹

田
市

役
所

  URL http://w
w

w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編

集
/企

画
情

報
課

情
報

化
推

進
係

　
〒

878-8555　
大

分
県

竹
田

市
大

字
会

々
1650　

☎
63-4801　

■
印

刷
/㈲

朝
日

印
刷

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報

た
け

た

郷土の植物

第 52 回

　

深
山
の
少
し
暗
い
林
内
か
林り

ん

縁え
ん

に
生
育
す
る
葉よ

う
り
ょ
く
そ

緑
素
の
な
い

腐ふ

せ

い生
植
物
で
、
全
体
に
白
色
か

ま
た
は
淡
紅
色
の
高
さ
35
㌢
ほ

ど
の
多
年
草
で
す
。

　

13
㍉
ほ
ど
に
肥ひ

だ

い大
す
る
多た

に

く肉

質し
つ

の
太
い
茎く

き

に
は
、
小
さ
く
退

化
し
た
葉
が
半
円
形
の
鱗り

ん
ぺ
ん
よ
う

片
葉

に
な
っ
て
、
互ご

せ

い生
に
ま
ば
ら
に

つ
い
て
い
ま
す
。

　

真
夏
の
頃
、
ほ
ぼ
直
立
す
る

茎
の
先
に
長
い
径
６
㍉
ほ
ど
の

長
短
の
花か

け

い茎
を
数
本
伸
ば
し
、

花
茎
の
先
に
白
に
淡
紅
色
を
帯

び
た
径
３
㌢
ほ
ど
の
花
を
１
個

だ
け
咲
か
せ
ま
す
。
花
に
は
独

特
の
臭し

ゅ
う
き気

が
あ
り
ま
す
。

　

中
国
の
皇こ

う
て
い帝

「
玄げ

ん
そ
う宗

」
に
ま

つ
わ
る
話
に
出
て
く
る
巨
眼
で

髭ひ
げ

づ
ら
、
黒
い
冠

か
ん
む
り

を
か
ぶ
っ
た

魔
除
け
の
守し

ゅ

ご

し

ん

護
神
「
鐘し

ょ
う
き馗

」
に

花
の
形
が
似
て
い
る
の
で
鐘し

ょ
う
き馗

蘭ら
ん

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
祖
母
山
系
の
標
高

お
よ
そ
７
０
０
㍍
以
上
の
腐ふ

よ

う葉

土ど

の
厚
く
積
も
っ
た
落
葉
樹
の

林り
ん
し
ょ
う

床
や
ス
ズ
ダ
ケ
の
中
に
、
ご

く
稀ま

れ

に
観
察
さ
れ
る
大
分
県
の

絶ぜ

つ

め

つ

き

ぐ

し

ゅ

滅
危
惧
種
で
す
。
花
期
は
７

月
で
す
。

阿孫　久見

ショウキラン（ラン科）

平成 20 年
7 月生まれ

誕生日　親
（自治会）

ど
う
な
る
？　

ど
う
す
る
？　

竹
田
市

　

監
査
公
表　
　

夢
は
大
き
く 

九
州
・
全
国
へ

　

大
雨
・
集
中
豪
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

竹
田
市
人
事
異
動

　

ま
ち
の
話
題
／
ア
ジ
ア
竹
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
ゴ
ミ
フ
大
会
／
シ
ュ
パ
ー

　
ゲ
ル
フ
ェ
ス
ト
／
日
本
の
地
質
百
選
／
南
河
内
ホ
タ
ル
ま
つ
り
／
く
じ
ゅ

　
う
山
開
き
／
竹
田
国
　
際
映
画
祭
／
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
　
ほ
か

「水
みず

　遊
あそび

」
兄妹の歓声、ジャブジャ
ブ！川岸から見守る眼ざ
しは、ゆらゆら。

（撮影・デザイン／竹蔵 TAKEGURA）

広報たけた

7　　　　　　じくも
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歴
史
資
料
館

　
☎
63–

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
63–

２
２
０
０

　
〔
開
館
時
間
〕
９
時
～
17
時

　
〔
休
館
日
〕
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

　
　
　
　
　
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

　

※
７
月
７
日
㈫
と
８
月
４
日
㈫
は
、
展
示
替

　
　

え
の
た
め
休
館

川
野
文
子
米
寿
記
念
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

と
川
野
和
男
木
版
で
見
る
竹
田
30
景
・

親
子
２
人
展

　

７
月
５
日
㈰
ま
で

　

川
野
文
子
さ
ん
の
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
約
20
点

と
川
野
和
男
さ
ん
の
版
画
30
点
を
展
示
。

平
成
21
年
度
奥
豊
後
ち
ょ
っ
と
見
歴
史
展

　

発
掘
調
査
速
報
展

　

久
住
南
部
地
区
、
下
坂
田
地
区
の
遺
跡
発
掘

調
査
の
報
告
展
示
。

第
12
回
大
分
県
子
ど
も
舞
台
芸
術

　
　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
竹
田
市
公
演

 

人
形
劇
団
む
す
び
座「
ち
っ
と
も
コ
リ
ン
君
」

日
時　

７
月
５
日
㈰　

10
時
30
分
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

１
人　

５
０
０
円（
３
歳
以
下
無
料
）

※
鑑
賞
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
鑑
賞
券
は

　

生
涯
学
習
課
、
中
央
・
荻
・
久
住
・
直
入
各

　

公
民
館
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
当
日
券

　

も
あ
り
ま
す
（
同
額
）。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
子
ど
も
舞
台
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

竹
田
市
公
演
実
行
委
員
会　

阿
南

　

☎
63
‐
１
４
２
９

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

☎
63
‐
４
８
１
７

 

第
21
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭

　

今
年
は
、
竹
田
市
出
身
の
童
謡
詩
人
佐
藤
義

美
先
生
が
「
詩
」
の
つ
く
り
方
を
一
冊
に
ま
と

め
た
「
詩
と
く
ほ
ん
」（
１
９
５
１
年
発
行
）

の
竹
田
版
「
新
詩
と
く
ほ
ん
」
の
発
行
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
「
竹
田
童
謡
作
詩
コ

ン
ク
ー
ル　

佐
藤
義
美
賞
」
の
入
選
作
品
に
審

査
委
員
長
の
矢
崎
節
夫
先
生
が
新
た
に
解
説
を

加
え
ま
し
た
。

日
時　

７
月
12
日
㈰　
〈
開
演
〉
９
時
30
分

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館

内
容　

Ｔ
シ
ャ
ツ
ふ
ぁ
っ
し
ょ
ん
し
ょ
ー
や
童

　

謡
コ
ン
サ
ー
ト
、
影
絵
等

●
お
問
い
合
せ

　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実
行
委
員
会
事

　

務
局
（
中
央
公
民
館
）　

☎
63
‐
１
０
４
４

 

と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
in
菅
生

日
時　

７
月
19
日
㈰　

９
時
30
分
～

場
所　

竹
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

内
容　

収
穫
体
験
、
試
食
・
販
売
等

●
お
問
い
合
せ

　

と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
菅
生
分

　

館
）
☎
65
‐
２
２
２
２

　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部
大
野
川
上

　

流
営
農
改
善
班　

☎
63
‐
３
１
７
７

 

第
21
回
大
野
川
源
流
祭
り

日
時　

７
月
19
日
㈰　

10
時
～

場
所　

陽
目
の
里
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク

内
容　

エ
ノ
ハ
つ
か
み
取
り
、
餅
ま
き
、
野
菜

　

の
直
売
・
バ
ザ
ー
等

※
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
か
ら
会
場
ま
で
シ
ャ
ト

　

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
野
川
源
流
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
荻

　

支
所
農
業
振
興
室
）　

☎
68
‐
２
２
１
５

 

第
24
回
入
田
名
水
祭
・
河
川
プ
ー
ル
開
き

日
時　

７
月
19
日
㈰　

10
時
～

場
所　

中
島
公
園
（
入
田
地
区
河
宇
田
）
周
辺

内
容　

安
全
祈
願
祭
・
名
水
早
飲
み
競
争
・
ス

　

イ
カ
割
り
・
神
楽
・
子
ど
も
太
鼓
な
ど

●
お
問
い
合
せ

　

入
田
名
水
祭
・
河
川
プ
ー
ル
開
き
実
行
委
員

　

会
事
務
局
（
入
田
分
館
）  

☎
62
‐
２
９
５
５    

 

第
29
回
日
本
一
炭
酸
泉
ま
つ
り

期
間　

７
月
25
日
㈯
～
27
日
㈪

場
所　

直
入
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

内
容　

温
泉
供
養
・
神
輿
・
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
・

　

渓
流
釣
り
、
エ
ノ
ハ
の
つ
か
み
取
り
等

※
長
湯
温
泉
開
湯
三
百
年
記
念
祭
で
は
、
花
火

　

大
会
や
そ
ー
め
ん
流
し
を
行
な
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

直
入
支
所
商
工
観
光
振
興
室

　

☎
75
‐
２
２
１
４

　
〔
開
館
時
間
〕
８
時
30
分
～
17
時

　
〔
休
館
日
〕
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

　
　
　
　
　
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

城
下
町
と
南
画
②

　

竹
田
・
直
入
・
竹
邨
収
蔵
作
品
展

　

７
月
23
日
㈭
ま
で

城
下
町
と
南
画
③

　

田
能
村
直
入
収
蔵
作
品
展

　

７
月
24
日
㈮
～
８
月
27
日
㈭

　

城
下
町
竹
田
と
南
画
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

田
能
村
竹
田
と
田
能
村
直
入
、
田
近
竹
邨
の
所

蔵
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ

　
案
　
内

　
運
　
動

　
催
　
し

　
税
　
金

　

場
所　

岡
城
跡
（
岡
城
駐
車
場
）

　

参
加
料　

３
０
０
円

◇
報
告
会　
（
受
付
）
11
時
10
分
～

　

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

参
加
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

教
育
委
員
会
文
化
財
課　

☎
63
‐
４
８
１
８

国
際
映
画
上
映
会「
い
の
ち
の
食
べ
か
た
」

　

普
段
な
に
げ
な
く
口
に
し
て
い
る
食
物
が
、

ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
食
卓
に
届
く
の
か
を

丹
念
に
取
材
・
撮
影
し
た
食
育
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
す
。

　

上
映
前
に
映
画
の
背
景
、
自
然
食
品
や
有
機

農
業
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
上
映

後
は
栄
養
士
を
迎
え
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
す
。

日
時　

７
月
21
日
㈫　

19
時
30
分
～

場
所　

直
入
支
所
大
会
議
室

入
場
料　

無
料

　

※
著
作
権
法
第
38
条
１
項
に
基
づ
き
上
映
さ

　

れ
る
も
の
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

企
画
情
報
課　

国
際
交
流
員　

ゼ
ン
ケ
・
グ

　

リ
ュ
ッ
ツ
マ
ハ
ー　

☎
63
‐
４
８
０
１

第
７
回
久
住
高
原
そ
よ
風
ウ
ォ
ー
ク

日
時　

７
月
19
日
㈰　
（
受
付
）
９
時
～

場
所　

日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
コ
ー
ス

コ
ー
ス　

５
㎞
・
８
㎞
・
15
㎞

参
加
費
（
保
険
料
含
）

　

一
般　
　
　
　

５
０
０
円

第
59
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
全
て
の
国
民

が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
、
７
月
は
強
調
月
間
で
す
。

◇
啓
発
活
動

　

日
時　

７
月
１
日
㈬　

　
　

７
時
20
分
～　

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前

　
　

７
時
30
分
～　

Ｊ
Ｒ
豊
後
荻
駅
前

　
　

８
時
30
分
～　

久
住
支
所
前

　
　

８
時
30
分
～　

直
入
支
所
前

◇
竹
田
市
民
大
会

　

日
時　

７
月
11
日
㈯　

10
時
～

　

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

内
容　

広
報
映
画
・
中
高
生
意
見
発
表
等

●
お
問
い
合
せ

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
竹
田
市
実
施
委
員

　

会
（
竹
田
保
護
司
会
）

　

☎
63
‐
１
４
５
８
（
海
老
納
）

中
川
覚
左
衛
門
屋
敷
復
元
整
備
報
告
会

　

平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中
川
覚
左
衛
門

屋
敷
跡
復
元
整
備
事
業
に
よ
り
、
間
取
り
の
復

元
お
よ
び
庭
園
整
備
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
岡
城
の
楽
し
み
方
を

提
案
し
ま
す
。

期
日　

７
月
12
日
㈰

◇
現
地
説
明
会　
（
受
付
）
９
時
～

　

高
校
生
以
下　

３
０
０
円

締
切
り　

７
月
14
日
㈫
ま
で
（
当
日
で
も
可
）

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
　

如
法
寺　

☎
77
‐
２
０
５
２
（
昼
）

　
　

森　
　
　

☎
66
‐
３
０
３
０
（
昼
）

　
　

髙
瀨　
　

☎
62
‐
３
０
７
５
（
夜
）

第
５
回
市
民
球
技
大
会

日
時　

８
月
２
日
㈰　
（
開
会
式
）
８
時
30
分
～

　

※
軟
式
野
球
の
み　

８
時
15
分
～

種
目
・
会
場

　

軟
式
野
球
（
市
民
球
場
・
飛
田
川
野
球
場
）

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）

　

卓
球
（
市
体
育
セ
ン
タ
ー
）

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
久
住
総
合
運
動
公
園
体
育
館
）

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
都
野
山
村
広
場
）

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ（
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
）

●
お
問
い
合
せ

　

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係　

☎
63
‐
４
８
１
７

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

現
在
、
竹
田
市
で
は
定
額
給
付
金
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
定
額
給
付
金
は
、
平
成

21
年
２
月
１
日
現
在
、
竹
田
市
に
住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
の
あ
る
方
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
、
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
申
請
を
終
え
ら
れ
て
い
な
い
世
帯

主
の
方
は
、
総
務
課
ま
で
申
請
書
を
お
送
り
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
（
定
額
給
付
金
担
当
）

　

☎
63
‐
４
８
０
０

７
・
８
月
は
、
白
百
合
の
開
花
の
季
節
で
す

　

清
楚
で
美
し
い
花
と
高
い
芳
香
で
知
ら
れ
る

白
百
合
は
学
名
を
「
山
百
合
」
と
い
い
、
寛
文

６
（
１
６
６
６
）
年
頃
、
と
き
の
岡
藩
第
４
代

藩
主
中
川
久
恒
公
が
、
参
勤
交
代
の
折
り
に
箱

根
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
こ
の
地
に
根
付
き
、
人
々
に
愛
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
美
し
さ
と
珍

し
さ
か
ら
折
花
や
盗
掘
、
近
年
で
は
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
に
遭
い
年
々
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
37
年
に
旧
竹
田
市
の
市
花
に
選
定
さ

れ
、
昭
和
56
年
に
は
条
例
を
制
定
、
特
別
地
区

を
指
定
し
、
地
元
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
保
護
し
て
い
ま
す
。

  

今
年
も
白
百
合
が
開
花
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

◇
白
百
合
保
護
特
別
地
区

　

片
ケ
瀬(

竹
田)

・
挟
田
（
岡
本
）・
上
鹿
口

　
（
豊
岡
）・
楠
公
社
（
玉
来
）・
小
高
野
（
入
田
）・

　

矢
原
（
入
田
）

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
行
政
係　

☎
63
‐
４
８
０
０

市
税
等
の
徴
収
、
滞
納
処
分
を
強
化
し
ま
す

　

竹
田
市
で
は
、
市
税
の
徴
収
率
低
下
に
歯
止

め
を
か
け
、
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

す
で
に
県
下
の
複
数
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ
、

徴
収
率
の
改
善
が
見
ら
れ
た
大
分
県
税
事
務
所

７
月
の
お
し
ら
せ
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年
　
金

　
国
民
健
康
保
険

　
後
期
高
齢
者
医
療

　
農
　
業

特
別
滞
納
整
理
室
職
員
の
派
遣
を
受
け
入
れ
ま

す
。
受
入
期
間
は
７
月
15
日
か
ら
平
成
22
年
２

月
28
日
ま
で
で
す
。

　

派
遣
さ
れ
る
大
分
県
税
事
務
所
特
別
滞
納
整

理
室
職
員
は
、
主
に
市
職
員
へ
の
助
言
・
指
導

等
に
よ
り
市
県
民
税
等
の
徴
収
及
び
滞
納
処
分

（
財
産
差
押
等
）
の
強
化
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
竹
田
市
で
は
、
今
後
と
も
自
主

財
源
の
確
保
お
よ
び
納
税
者
間
の
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
税
等
の
徴
収
お
よ
び

滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

税
務
課
管
理
係　

☎
63
‐
４
８
０
３

国
民
年
金
の
「
保
険
料
免
除
・

　
　

猶
予
制
度
」
を
ご
存
知
で
す
か

　

国
民
年
金
に
は
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
に
、
申
請
手
続
き
を
す
る

こ
と
で
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
に
な
る

保
険
料
免
除
制
度
や
30
歳
未
満
の
方
の
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
申
請
す
る
年
度
、
も
し
く
は
前
年
度

に
お
い
て
、
退
職
（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場

合
に
は
「
特
例
免
除
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合

は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
の
前
年
所

得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ

と
が
条
件
で
す
。（
審
査
の
対
象
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
。）

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
‐
５
２
２
‐
１
１
２
２

　

市
民
課
年
金
係　
　
　
　

☎
63
‐
４
８
０
４

　

荻
支
所
市
民
生
活
課　
　

☎
68
‐
２
２
１
３

　

久
住
支
所
市
民
生
活
課　

☎
76
‐
１
１
１
３

　

直
入
支
所
市
民
生
活
課　

☎
75
‐
２
２
１
３

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　

国
民
健
康
保
険
証
（
薄
緑
色
）
の
有
効
期
限

が
７
月
末
で
切
れ
る
た
め
、新
し
い
保
険
証（
薄

赤
色
）
を
７
月
中
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
安
全
・
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、

世
帯
主
あ
て
に
「
簡
易
書
留
郵
便
」
で
お
送
り

し
ま
す
。

◇
有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証

　

有
効
期
限
切
れ
の
古
い
保
険
証
（
薄
緑
色
）

に
つ
い
て
は
、
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生

活
課
ま
で
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
内
容
が
読
み

取
れ
な
い
よ
う
切
断
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
紛
失
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

保
険
証
は
犯
罪
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。紛
失
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
入
院
時
の
食
事
代
と
入
院
費
の
減
額
認
定
証

　

入
院
し
た
と
き
の
「
一
医
療
機
関
の
窓
口
」

で
の
支
払
い
は
、
申
請
に
よ
り
交
付
を
受
け
た

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
医
療
機
関
窓
口
で
の

支
払
い
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
更
新
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

対
象
者

　

70
歳
未
満　

国
保
加
入
者

　

70
歳
以
上　

国
保
加
入
者
で
住
民
税
非
課
税

　
　
　
　
　
　

世
帯
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
・
印
鑑

申
請
場
所

　

保
険
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

　

☎
63
‐
４
８
０
９

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

◇
保
険
料
額
決
定
通
知
書
等

　

平
成
21
年
度
の
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
７
月
中
旬
に
決
定
通
知
書
等
を
お
送
り
し

ま
す
。
保
険
料
の
納
め
方
に
つ
い
て
は
、
通
知

書
の
期
別
保
険
料
額
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
特
別
徴
収
額
の
欄
に
保
険
料
額
が
記
入
さ
れ

　

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
月
の
年
金
か
ら
天
引

　

き
さ
れ
ま
す
。

・
普
通
徴
収
額
の
欄
に
保
険
料
額
が
記
入
さ
れ

　

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
月
の
納
期
限
ま
で
に

　

納
付
書
等
で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ

　

う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
口
座
振
替
申
請

　

を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
期
限
の
日
に
通
知

　

書
に
記
載
し
て
い
る
金
融
機
関
か
ら
振
り
替

　

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
手
続
き
は
必

　

要
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
新
し
い
保
険
証
の
送
付

　

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
し
い
保

険
証
を
７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と

は
別
に
送
付
し
ま
す
。

　

現
在
の
保
険
証
（
黄
色
）
は
７
月
末
で
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月
以
降
は
新
し
い
保
険

証
（
緑
色
）
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新

し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成
22
年
７
月
31

日
で
す
。

　

ま
た
、
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
平
成
20
年

中
の
所
得
に
基
づ
い
て
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

認
定
証
は
、
入
院
を
す
る
際
に
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
現
在
発
行
し
て
い
る
認
定
証
は

７
月
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
今
後
必
要

な
人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
被
保
険
者　

平
成
21
年
度
住
民
税

　

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
・
印
鑑
・
過
去

　

１
年
間
に
90
日
を
超
え
る
入
院
が
あ
れ
ば
、

　

入
院
日
数
が
分
か
る
証
明
書
（
領
収
書
等
）

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
１
７
７
１

　

http://w
w

w
.oita-kouiki.jp/ 

●
申
請
窓
口

　

保
険
課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

　

☎
63
‐
４
８
０
９

　

荻
支
所
市
民
生
活
課　
　

☎
68
‐
２
２
１
３

　

久
住
支
所
市
民
生
活
課　

☎
76
‐
１
１
１
３

　

直
入
支
所
市
民
生
活
課　

☎
75
‐
２
２
１
３

し
い
た
け
作
り
研
修
生
募
集

研
修
内
容
・
募
集
人
員

①
栽
培
体
験
研
修　

日
曜
日
４
回　

40
名

②
生
産
現
場
通
型
研
修　

12
日
間
（
６
か
月
間

　

程
度
）　

８
名
程
度

開
講
日　

９
月
13
日
㈰
（
予
定
）

場
所　

き
の
こ
研
究
所
〔
豊
後
大
野
市
〕

申
込
方
法　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

　

野
菜
・
椎
茸
班
ま
た
は
竹
田
市
農
政
課
及
び

　

各
支
所
産
業
建
設
課
で
申
込
書
に
記
入
、
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り　

７
月
31
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部
野
菜
・
椎

　

茸
班　

☎
63
‐
３
１
７
７

　

竹
田
市
役
所
農
政
課
林
業
振
興
係

　

☎
63
‐
４
８
０
５



1
㈬

・「
社

会
を

明
る

く
す

る
運

動
」

啓
発

活
動

7:20
～

（
JR

豊
後

竹
田

駅
前

／
JR

豊
後

荻
駅

前
／

久
住

支
所

前
／

直
入

支
所

前
）

・
ゆ

う
遊

ク
ラ

ブ
白

丹
9:30

～
（

白
丹

公
民

館
）　

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

2
㈭

・
エ

リ
ア

ラ
ボ

た
け

た
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
セ

レ
モ

ニ
ー

9:00
～

（
大

分
銀

行
竹

田
支

店
／

エ
リ

ア
ラ

ボ
た

け
た

）
・

ゆ
う

遊
ク

ラ
ブ

久
住

9:30
～

（
久

住
公

民
館

）　
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

3
㈮

・
ゆ

う
遊

ク
ラ

ブ
都

野
9:30

～
（

都
野

公
民

館
）

・
第

13
回

農
業

委
員

会
総

会
14:00

～
（

竹
田

市
役

所
）

4
㈯

5
㈰

・人形劇団むすび座「ちっともコリン君！」10:30～（竹田市総合社会福祉センター）
・入国・在留・国籍手続無料相談会

13:00～
16:00（コンパルホール〔大分市〕）

6
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

7
㈫

・
川

の
日

　
・

お
は

な
し

の
へ

や
10:30

～
（

竹
田

市
立

図
書

館
）

8
㈬

・おはなし広場10:30～（荻みらい館）　・ブックスタート13:30～（竹田市総合社会福祉センター）
・3･6･12か月児健診〈受付〉13:00～13:20（竹田市総合社会福祉センター）　・陽目の里「名水茶屋」休業日

9
㈭

・
竹

田
市

歩
こ

う
会

「
早

朝
散

歩
岡

城
」

5:50廣
瀬

神
社

下
集

合
（

※
1）　

・
高

齢
者

大
学

竹
田

学
級

9:30～
（

竹
田

市
文

化
会

館
）　

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

10
㈮

・お
も

城
サ

イ
ト

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

13:00
～

（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
文

化
財

課
☎

63-4818

11
㈯

・「
社

会
を

明
る

く
す

る
運

動
」

竹
田

市
民

大
会

10:00
～

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

12
㈰

・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「夏の里山歩き」8:00集合（岡城会館駐車場）（※2）　・中川覚左衛門屋敷復元整備報告会
9:00～

15:00（岡城跡／竹田市総合社会福祉センター）
・宮城地区健康づくり講演会

9:00～（宮城台小学校）　・子牛市場
9:30～（豊肥市場）（～

13日）　・第
21回さとうよしみ竹田童謡祭〈開演〉9:30～（竹田市文化会館）

13
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

14
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

10:30
～

（
竹

田
市

立
図

書
館

）

15
㈬

・
行

政
相

談
10:00～

12:00（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

／
久

住
支

所
／

直
入

支
所

）　
・

年
金

相
談

10:00～
15:00（

竹
田

市
高

齢
者

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

）
・

3歳
児

健
診

〈
受

付
〉

13:00～
13:20（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）　

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

13:20～
（

竹
田

幼
稚

園
）　

・
人

権
学

習
学

級
15:00～

（
竹

田
市

役
所

）　
・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日
　

・
温

泉
療

養
文

化
館

「
御

前
湯

」

竹
田

市
の

こ
よ

み7
月 2009 年

竹
田

市
の

こ
よ

み7
月 2009 年

■
直

入
地

域

実
施

月
日

受
付

時
間

対
象

地
区

会
　

場

7
月

1
日

㈬

8:00
～

10:00

原
口

、
名

子
山

、
釘

小
野

、
山

中
、

城
後

、
二

叉
、

梶
屋

、
草

深
、

橘
木

山
村

交
流

セ
ン

タ
ー

7
月

2
日

㈭

神
堤

、
上

野
、

南
原

、
四

ッ
口

、
筒

井
、

長
野

、
日

向
塚

、
栃

原
、

桑
畑

上
、

桑
畑

中
、

桑
畑

下
、

新
田

、
下

河
原

、
原

、
東

原
、

日
向

、
柚

柑
子

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

7
月

3
日

㈮

仲
村

(長
)、

久
保

、
社

家
、

下
社

家
、

下
迫

、
沢

水
、

辻
、

冬
田

、
芋

の
迫

、
南

ヶ
代

、
湯

の
香

、
大

和
町

、
尚

栄
町

、
新

栄
町

、
本

町
、

上
町

、
御

前
湯

、天
神

町
、長

生
湯

、
丸

山
、

山
脇

、
元

町
、

花
立

、
ﾄﾞｲﾂ村

、
南

、
芹

川
団

地
、

孝
寿

ﾊｲﾂ、
ｽｶｲﾋﾞｭｰ直

入
、

福
祉

ｾﾝﾀｰ

7
月

5
日

㈰
都

合
で

受
診

で
き

な
か

っ
た

方
■

久
住

地
域

実
施

月
日

受
付

時
間

対
象

地
区

会
　

場
7

月
   6

日
㈪

・
   7

日
㈫

8:00
～

10:00
白

　
丹

白
丹

公
民

館
7

月
   9

日
㈭

・
10

日
㈮

都
　

野
都

野
公

民
館

7
月

13
日

㈪
・

14
日

㈫
久

　
住

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

■
竹

田
地

域

実
施

月
日

受
付

時
間

対
象

地
区

会
　

場
7

月
23

日
㈭

8:00
～

10:00

岡
　

本
岡

本
小

学
校

7
月

24
日

㈮
入

　
田

祖
峰

小
学

校
7

月
27

日
㈪

宮
　

城
宮

城
台

小
学

校
7

月
28

日
㈫

松
　

本
竹

田
南

部
中

学
校

7
月

30
日

㈭
城

　
原

城
原

小
学

校
7

月
31

日
㈮

宮
　

砥
宮

砥
分

館
体

育
館

●
お

問
い

合
せ

　
健

康
増

進
課

健
康

増
進

係
　

☎
63‐

4810

平
成

2
1

年
度

　
総

合
健

診
日

程

〔
第

62
回

県
民

体
育

大
会

予
選

日
程

〕
テ
ニ
ス

　
 5

日
㈰

　
13:00

～
　

市
総

合
運

動
公

園
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
卓
球

　
12

日
㈰

　
8:30

～
　

豊
岡

小
学

校
剣
道

　
12

日
㈰

　
9:00

～
　

玉
来

分
館

体
育

館
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
12

日
㈰

　
9:15

～
　

市
体

育
セ

ン
タ

ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
12

日
㈰

　
久

住
総

合
体

育
館

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
12

日
㈰

　
15:30

～
　

市
総

合
運

動
公

園
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
陸
上
競
技

　
18

日
㈯

　
17:00

～
　

市
総

合
運

動
公

園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
19

日
㈰

　
9:00

～
　

市
総

合
運

動
公

園
多

目
的

グ
ラ

ウ
ン

ド
弓
道

　
18

日
㈯

・
25

日
㈯

　
15:00

～
　

飛
田

川
弓

道
場

　
※

7
月

26
日

㈮
現

在
、

確
認

で
き

た
競

技
で

す
。

●
お
問
い
合
せ
　
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
　
☎
63-4817

※
行

政
相

談
に

関
す

る
お

問
い

合
せ

は
、

行
政

相
談

委
員

ま
で

（
小

河
晴

義
　

☎
62-3662、

太
田

正
一

　
☎

68–2480、
渡

辺
善

照
　

☎
77–2067、

斉
藤

義
昭

　
☎

75–2692）



16
㈭

・
竹

田
市

畜
産

共
進

会
竹

田
地

域
予

選
会

9:30
～

（
豊

肥
家

畜
市

場
）

・
行

政
相

談
10:00

～
12:00（

荻
支

所
）　

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

17
㈮

・
大

分
県

母
子

家
庭

等
就

業
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
巡

回
相

談
会

10:00
～

16:00（
豊

後
大

野
市

緒
方

支
所

）

18
㈯

・
竹

田
夏

越
祭

（
～

19
日

）

19
㈰

・
食

育
の

日
　

・
家

庭
の

日
　

・
第

7回
久

住
高

原
そ

よ
風

ウ
ォ

ー
ク

〈
受

付
〉

9:00～
（「

日
本

一
の

マ
ラ

ソ
ン

練
習

コ
ー

ス
」

広
場

〔
星

ふ
る

館
横

〕）
・

竹
田

市
と

う
き

び
フ

ェ
ス

タ
9:30～

16:00（
竹

田
ド

ラ
イ

ブ
イ

ン
〔

菅
生

〕）　
・

第
21回

大
野

川
源

流
祭

り
10:00～

（
陽

目
の

里
キ

ャ
ン

ピ
ン

グ
パ

ー
ク

）

20
㈪

・
海

の
日

　
・

夏
休

み
図

書
館

ま
つ

り
13:00

～
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

21
㈫

・
成

牛
市

場
9:30

～
（

豊
肥

市
場

）　
・

お
は

な
し

の
へ

や
10:30

～
（

竹
田

市
立

図
書

館
） ・

第
31

回
大

分
合

同
新

聞
社

旗
争

奪
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
大

会
竹

田
市

代
表

決
定

戦
〈

準
々

決
勝

・
準

決
勝

〉（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

多
目

的
広

場
）　

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

22
㈬

・
ゆ

う
遊

ク
ラ

ブ
白

丹
9:30～

（
白

丹
公

民
館

）　
・

岡
の

里
子

ど
も

創
生

塾
「

日
食

観
測

」
9:30～

（
そ

う
ぞ

う
の

丘
）　

・
5歳

児
健

診
〈

受
付

〉
13:00～

13:20
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）　

・
第

31回
大

分
合

同
新

聞
社

旗
争

奪
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
大

会
竹

田
市

代
表

決
定

戦
〈

決
勝

〉（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

多
目

的
広

場
）

23
㈭

・
竹

田
市

畜
産

共
進

会
直

入
地

域
予

選
会

9:00
～

（
直

入
畜

産
審

査
場

）
・

ゆ
う

遊
ク

ラ
ブ

久
住

9:30
～

（
久

住
公

民
館

）　
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

24
㈮

・
ゆ

う
遊

ク
ラ

ブ
都

野
9:30

～
（

都
野

公
民

館
）　

・
平

成
21

年
度

竹
田

市
戦

没
者

追
悼

式
10:00

～
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）　

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
13:00

～
（

岡
城

跡
駐

車
場

）
※

要
予

約
：

文
化

財
課

☎
63-4818

25
㈯

・
日

本
一

炭
酸

泉
ま

つ
り

（
天

満
神

社
ほ

か
）（

～
27日

）　
・

竹
田

市
歩

こ
う

会
「

遊
歩

道
」

8:00JR豊
後

竹
田

駅
前

集
合

（
※

1）　
・

童
謡

と
絵

本
の

会
10:00～

11:30（
佐

藤
義

美
記

念
館

「
こ

の
こ

の
お

う
ち

」）　
・

大
久

保
病

院
第

10回
地

域
公

開
講

座
「

健
や

か
に

生
き

る
た

め
に

」
13:00～

14:30（
大

久
保

病
院

）

26
㈰

・
第

23
回

久
住

高
原

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

大
会

〈
受

付
〉

8:00
～

 （
日

本
一

の
マ

ラ
ソ

ン
練

習
コ

ー
ス

）
・

安
心

マ
タ

ニ
テ

ィ
ー

る
ー

む
〈

受
付

〉
9:00

～
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

27
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

28
㈫

・
竹

田
市

畜
産

共
進

会
久

住
地

域
予

選
会

9:00
～

（
竹

田
市

畜
産

セ
ン

タ
ー

）
・

お
は

な
し

の
へ

や
10:30

～
（

竹
田

市
立

図
書

館
）

29
㈬

30
㈭

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

31
㈮

・
第

5
回

チ
ャ

リ
テ

ィ
バ

ザ
ー

10:00
～

14:30（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
・

固
定

資
産

税
2

期
、

国
民

健
康

保
険

税
1

期
、

介
護

保
険

料
1

期
、

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

1
期

納
期

限

月
　

間
そ

の
他

8月
2日

㈰
　

第
5回

市
民

球
技

大
会

（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

ほ
か

）　
・

お
お

い
た

夏
の

事
故

ゼ
ロ

運
動

（
15日

～
24日

）　
・

長
湯

温
泉

開
湯

300年
記

念
祭

（
～

27日
）　・「

愛
の

血
液

助
け

合
い

運
動

」
月

間
　・ア

ー
ト

と
歴

史
が

出
会

う
ま

ち
「

テ
ラ

マ
チ

あ
り

ま
す

」（
18日

～
9月

23日
）　・三

つ
星

ソ
フ

ト
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（

～
9月

30日
）　・夏

の
省

エ
ネ

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
～

9月
30日

）

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

夏
休

み
期

間
中

（
7

月
2
0

日
～

8
月

3
0

日
）

は
休

ま
ず

営
業

し
ま

す
。

ア
ー

ト
と

歴
史

の
出

会
う

ま
ち

の
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
■

屋
外

常
設

作
品

展
『

テ
ラ

マ
チ

、
色

・
い

ろ
』

　
　

　
　

〃
　

　
　

  『テ
ラ

マ
チ

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

』
　

期
間

：
7

月
18

日
㈯

～
9

月
23

日
㈬

　
会

場
：

寺
町

界
隈

■
常

設
作

品
展

『
竹

蔵
・

テ
ラ

マ
チ

モ
ノ

ク
ロ

ー
ム

写
真

展
』

　
期

間
：

7
月

18
日

㈯
～

9
月

23
日

㈬
　

※
土

・
日

・
祝

日
の

み
　

　
　

　
11

時
～

17
時

　
会

場
：

竹
蔵

ギ
ャ

ラ
リ

ー
（「

三 み
つ

け
た

桁
」

と
な

り
）

■
屋

外
イ

ン
ス

タ
レ

ー
シ

ョ
ン

『
祈

り
の

空
間

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

』
　

期
間

：
7

月
18

日
㈯

～
9

月
23

日
㈬

　
会

場
：

寺
町

界
隈

　
※

期
間

中
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
『
テ
ラ
マ
チ
薬
局
』

が
開

か
れ

ま
す

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

■
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

『
テ

ラ
マ

チ
画

学
校

～
墨

で
あ

そ
ぼ

』
　

日
時

：
7

月
25

日
㈯

・
26

日
㈰

　
10

時
～

15
時

　
会

場
：

十
六

羅
漢

「
憩

い
の

広
場

」
　

参
加

費
：

500
円

（
筆

・
画

材
等

含
）

　
※

申
し

込
み

は
竹

田
創

生
館

ま
で

（
当

日
受

付
Ｏ

Ｋ
）。

作
品

は
　

　『
テ

ラ
マ

チ
画

学
校

展
覧

会
』（

8
月

8
～

9
日

、
竹

田
創

生
館

）
　

　
で

展
示

し
ま

す
。

関
連

企
画

■
夏

編
『

夕
涼

み
と

夏
の

夜
を

楽
し

む
』（

愛
染

堂
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
）

　
日

時
：

7
月

18
日

㈯
　

18
時

30
分

～
20

時
　

会
場

：
愛

染
堂

・
円

通
閣

周
辺

（
屋

外
）

ま
ち

あ
る

き
■

『
ま

ち
あ

る
き

講
座

』
　

日
時

：
7

月
18

日
㈯

・
19

日
㈰

　
14

時
～

　
場

所
：「

三
桁

」
集

合
●

お
問

い
合

せ
　

岡
の

里
事

業
実

行
委

員
会

　
　

　
　

　
　

　
☎

62-4100（
竹

田
創

生
館

）
　

　
　

　
　

　
　

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://okanosato.exblog.jp/

夏
の
城
下
町
を
ア
ー
ト
で
彩
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ー
ト
と
歴
史
が
出
会
う
ま
ち「
テ
ラ
マ
チ
あ
り
ま
す
」

　
岡

の
里

事
業

実
行

委
員

会
で

は
、

7
月

の
夏

越
ま

つ
り

か
ら

9
月

の
大

型
連

休
ま

で
「

ア
ー

ト
と

歴
史

の
出

会
う

ま
ち

」
を

テ
ー

マ
に

城
下

町
竹

田
・

寺
町

《
テ

ラ
マ

チ
》

界
隈

で
屋

外
展

覧
会

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

の
参

加
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

し
ま

す
。

歴
史

の
道

を
舞

台
に

、
ア

ー
ト

を
通

じ
た

さ
ま

ざ
ま

な
出

会
い

や
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
と

と
も

に
創

る
ま

ち
の

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

を
楽

し
み

ま
せ

ん
か

？
。

※
1：

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
歩

こ
う

会
（

山
本

会
長

　
☎

62–2501）　
※

2：
お

問
い

合
せ

　
岡

の
里

事
業

実
行

委
員

会
（

竹
田

創
生

館
　

☎
62–4100）

※
心

の
悩

み
無

料
相

談
会

に
関

す
る

お
問

い
合

せ
は

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

ま
で

（
野

々
下

昇
策

　
☎

080–5274–3359）
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講
　
座

　
福
　
祉

　
保
健
衛
生

　
商
　
工

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金

　

従
来
の
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
を
見
直
し
、

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

急
激
な
資
源
価
格
の
高
騰
や
景
気
の
変
動
な

ど
の
経
済
上
の
理
由
に
よ
る
収
益
の
悪
化
か
ら

生
産
量
が
減
少
し
、
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
中
小
企
業
事
業
主
が
、
そ
の
雇
用

す
る
労
働
者
を
一
時
的
に
休
業
、
教
育
訓
練
ま

た
は
出
向
さ
せ
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
に
係
る
手

当
も
し
く
は
賃
金
等
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

◎
支
給
要
件
を
緩
和

〈
生
産
量
〉　

最
近
３
か
月
間
の
月
平
均
値
が
、

　

そ
の
直
前
３
か
月
ま
た
は
前
年
同
期
に
比
べ

　

減
少
し
て
い
る
こ
と
。

〈
雇
用
量
〉
要
件
を
廃
止

◎
助
成
率
や
教
育
訓
練
費
を
引
き
上
げ

　

助
成
率
を
３
分
の
２
か
ら
５
分
の
４
に
引
き

上
げ
ま
し
た
。

　

教
育
訓
練
を
実
施
し
た
際
の
教
育
訓
練
費
を

１
人
１
日
１
、２
０
０
円
か
ら
１
人
１
日
６
、

０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
８
６
０
９

特
定
健
診
実
施
医
療
機
関
が
増
え
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
、
工
藤
医
院
（
玉
来
西
）
で

も
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
中
に
実
施
し
ま

す
の
で
、
予
約
を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

工
藤
医
院
（
竹
田
市
大
字
玉
来
８
６
７
）

　

☎
63
‐
２
３
０
４

●
お
問
い
合
せ

　

保
険
課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

　

☎
63
‐
４
８
０
９

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

  

竹
田
市
で
は
、
４
月
１
日
現
在
に
１
年
以
上

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
に
「
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
」

を
支
給
し
ま
す
。
口
座
振
込
を
希
望
の
場
合
は

指
定
口
座
に
振
り
込
み
、
窓
口
受
け
取
り
の
場

合
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
今
年
度
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。
手

帳
を
お
持
ち
の
方
に
こ
れ
か
ら
申
請
書
類
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
福
祉
事
務
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者　

４
月
１
日
現
在
に
１
年
以
上
市
内
に

　

住
所
を
有
す
る
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方

支
給
内
容

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　

１
級
か
ら
３
級　

３
、０
０
０
円

　

４
級
か
ら
６
級　

２
、０
０
０
円

・
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　

Ａ　

３
、０
０
０
円

　

Ｂ　

２
、０
０
０
円

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　

１
級　
　
　
　

３
、０
０
０
円

　

２
級
と
３
級　

２
、０
０
０
円

※
２
つ
以
上
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
額
の

　

高
い
方
を
支
給
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設

　

入
所
者
は
半
額
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63
‐
４
８
１
１

バ
レ
エ
・
絵
画
教
室

　

瀧
廉
太
郎
記
念
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
巣

立
っ
た
声
楽
家
の
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
、
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
「
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
」

が
８
月
30
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
バ
レ
エ
・
絵
画
教
室
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
参
加
者
は
コ
ン

サ
ー
ト
当
日
、
共
演
す
る
予
定
で
す
。

　

各
教
室
と
も
初
心
者
の
方
で
も
参
加
可
能
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
バ
レ
エ
教
室
（
小
学
生
以
上　

20
名
）

　

服
装
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
ジ
ャ
ー
ジ
・
靴
下

日
程　

８
月
６
日
㈭
・
７
日
㈮
・
11
日
㈫
・

　

19
日
㈬
・
24
日
㈪
・
26
日
㈬

　

い
ず
れ
も
19
時
～

◇
絵
画
教
室
（
小
学
生　

30
名
）

日
程　

８
月
１
日
㈯
・
６
日
㈭
・
11
日
㈫
・

　

21
日
㈮
・
24
日
㈪
・
26
日
㈬

　

い
ず
れ
も
19
時
～

◇
リ
ハ
ー
サ
ル　

29
日
㈯

◇
コ
ン
サ
ー
ト　

30
日
㈰

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
・
中
央
公
民
館

参
加
費　

１
、０
０
０
円
（
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
付
）

締
切
り　

７
月
15
日
㈬
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

生
涯
学
習
課　

☎
63
‐
４
８
１
７

奥
豊
後
の
史
跡
・
遺
構
探
訪
講
座

　
　
「
七
ツ
森
古
墳
と
そ
の
周
辺
」

　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
大
分
県
文

化
財
保
護
委
員
と
国
・
県
指
定
の
史
跡
・
遺
構

を
巡
る
「
奥
豊
後
の
史
跡
・
遺
構
探
訪
講
座
」

を
７
月
か
ら
２
か
月
に
１
回
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈯　
（
集
合
）
８
時
50
分

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館

定
員　

20
名

受
講
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
62
‐
４
１
０
０
（
竹
田
創
生
館
）

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時　

７
月
25
日
㈯

　
〈
午
前
〉　

９
時
～
12
時

　
〈
午
後
〉　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

長
湯
ダ
ム
Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫

対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

生
涯
学
習
課
直
入
教
育
係　

☎
75
‐
２
２
４
０

ド
イ
ツ
料
理
教
室

「
玉
ね
ぎ
ス
ー
プ
と
グ
リ
ー
ス
ブ
ラ
イ
」

　

玉
ね
ぎ
ス
ー
プ
は
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
等
の

中
欧
州
の
伝
統
的
な
料
理
で
す
。
グ
リ
ー
ス
ブ

ラ
イ
は
ミ
ル
ク
と
セ
モ
リ
ナ
粉
（
小
麦
粉
）
で

作
っ
た
プ
リ
ン
で
、
昔
か
ら
あ
る
簡
単
で
と
て

も
美
味
し
い
デ
ザ
ー
ト
で
す
。

　

な
お
、
食
べ
き
れ
な
い
分
は
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
容
器
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
29
日
㈬　

10
時
～
13
時

場
所　

久
住
公
民
館
調
理
実
習
室

参
加
費　

実
費
（
材
料
費
等
）

締
切
り　

７
月
27
日
㈪
午
前
中
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

企
画
情
報
課　

国
際
交
流
員　

ゼ
ン
ケ
・
グ

　

リ
ュ
ッ
ツ
マ
ハ
ー　

☎
63
‐
４
８
０
１



❼　2009 年 7 月発行

　
相
　
談

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等
に
つ
い
て

省
略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
募
　
集

　
狩
　
猟

大
分
県
母
子
家
庭
等
就
業

　

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

　

母
子
寡
婦
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
「
突
然
解
雇

通
告
を
受
け
た
」「
就
職
活
動
を
し
て
い
る
が
、

働
く
と
こ
ろ
が
な
い
」「
収
入
が
減
っ
て
、
生

活
や
子
ど
も
の
進
学
に
不
安
が
あ
る
」
な
ど
の

就
職
活
動
や
仕
事
に
関
す
る
悩
み
に
、
大
分
県

母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
が
お
答

え
し
ま
す
。

日
時　

７
月
17
日
㈮　

10
時
～
16
時

場
所　

豊
後
大
野
市
緒
方
支
所

内
容　

求
人
情
報
の
提
供
や
会
社
紹
介
を
行
う

　

ほ
か
、
就
職
に
関
す
る
様
々
な
お
悩
み
に
専

門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

就
職
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
ま
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
少
子
化
対
策
課

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
７
０
４

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
63
‐
４
８
１
１

第
17
回
ナ
イ
タ
ー
陸
上
『
２
０
０
９

　
　

ド
リ
ー
ム
・
ゲ
ー
ム
ス
in
お
ぎ
』

日
時　

８
月
８
日
㈯　
（
受
付
）
16
時
～

場
所　

荻
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目　

小
学
１
・
２
年
４
０
０
㍍
、
小
学
３
・
４

　

年
８
０
０
㍍
、
小
学
５
・
６
年
１
、０
０
０
㍍

　
（
以
上
男
女
共
通
）、
中
・
高
・
一
般
１
、５

　

０
０
㍍
（
男
女
別
）、
中
学
男
子
３
、０
０
０

　

㍍
、
高
校
一
般
男
子
５
、０
０
０
㍍

参
加
料
（
当
日
受
付
に
て
徴
収
）

　

一
般　
　
　
　

  

１
、０
０
０
円

　

中
学
生
・
高
校
生　

５
０
０
円

　

小
学
生　
　
　
　
　
　
　

無
料

締
切
り　

７
月
31
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

ド
リ
ー
ム
・
ゲ
ー
ム
ス
実
行
委
員
会
（
荻
公

　

民
館
）　

☎
68
‐
２
０
２
５

狩
猟
免
許
試
験
講
習
会

　

狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
方
は
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
網
猟
・
わ
な
猟

①
日
時　

７
月
18
日
㈯　

10
時
～
16
時
30
分

　

場
所　

大
分
県
林
業
会
館
〔
大
分
市
〕

②
日
時　

７
月
26
日
㈰　

10
時
～
16
時
30
分

　

場
所　

豊
後
大
野
市
三
重
農
村
環
境
改
善
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

◇
第
一
・
二
種
銃
猟

　

日
時　

７
月
19
日
㈰
・
20
日
㈪

　
　
　
　

10
時
～
16
時
30
分

　

場
所　

大
分
県
林
業
会
館
〔
大
分
市
〕

受
講
内
容　

法
令
、
狩
猟
鳥
獣
の
判
別
、
猟
具

　

の
取
扱
い
、
実
技

受
講
料

・
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃

　

猟
、
第
一
種
銃
猟
と
第
二
種
銃
猟
の
場
合

　
　

７
、０
０
０
円
。

・
網
猟
と
わ
な
猟
と
第
一
種
銃
猟
、
網
猟
と
わ

　

な
猟
と
第
二
種
銃
猟
、
網
猟
と
わ
な
猟
と
第

　

一
種
銃
猟
と
第
二
種
銃
猟
の
場
合

　
　

９
、０
０
０
円
。

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
猟
友
会
事
務
局
（
西
尾
）

　

☎
63
‐
２
１
３
１

平
成
21
年
度
狩
猟
免
許
試
験

◇
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
〉

①
日
時　

８
月
７
日
㈮　

９
時
～
17
時

　

場
所　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎

②
日
時　

10
月
25
日
㈰　

９
時
～
17
時

　

場
所　

大
分
県
庁
舎
（
正
庁
ホ
ー
ル
）

◇
網
猟
・
わ
な
猟

①
日
時　

８
月
８
日
㈯　

９
時
～
17
時

　

場
所　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎

②
日
時　

９
月
20
日
㈰　

９
時
～
17
時

　

場
所　

大
分
県
庁
舎
（
正
庁
ホ
ー
ル
）

③
日
時　

10
月
24
日
㈯　

９
時
～
17
時

　

場
所　

大
分
県
庁
舎
（
正
庁
ホ
ー
ル
）

受
付
期
間　

①
７
月
13
日
㈪
～
24
日
㈮

　
　
　
　
　

②
８
月
31
日
㈪
～
９
月
11
日
㈮

　
　
　
　
　

③
10
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

手
数
料　

・
す
で
に
狩
猟
免
許
を
受
け
、
そ
の
有
効
期
間

　

内
に
他
の
狩
猟
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

　

は
、
１
件
に
つ
き
３
、９
０
０
円
。

・
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
者
は
、
１
件

　

に
つ
き
５
、２
０
０
円
。

必
要
書
類
（
申
込
時
の
添
付
書
類
）

・
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
銃
砲
所
持
許
可
証
の

　

写
し

・
写
真
（
１
件
に
つ
き
１
枚
。
無
帽
、
大
き
さ

　

縦
３
㌢
×
横
２
・
４
㌢
）

・
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
１
通

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興
部
森
林
・

　

林
業
第
１
班
（
塚
本
）　

☎
63
‐
１
１
７
４



たけたん情報 平成 21 年 7 月号　❽

大久保病院　☎ 64‐7777
　受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　　土曜日　　13:00 ～ 21:00
　　　　　　休日　　　  8:30 ～ 21:00
　注意事項 ・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ
　　　　　　そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ
　　　　　　電話連絡した上で受診してください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は
　診療します。

当番日 医療機関 電話番号
 7 月　4 日㈯ みやわき小児科 0974-24-0230
　　    5 日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700
　　  11 日㈯ みやわき小児科 0974-24-0230
　　  12 日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
　　  18 日㈯ みやわき小児科 0974-24-0230
　　  19 日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
　　  20 日㈪ 大分県立三重病院 0974-22-7700
　　  25 日㈯ みやわき小児科 0974-24-0230
　　  26 日㈰ みやわき小児科 0974-24-0230
8 月   1 日㈯ みやわき小児科 0974-24-0230

　　    2 日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
受付時間　8:30 ～ 11:30　　診療時間　9:00 ～ 12:00

　※土曜日については、上記以外にも診療を行って
　いるところがあります。
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科　　　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大分県立三重病院　　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊肥保健所　　　　　http://www.pref.oita.jp/12086/

当番日 医療機関 電話番号
 7 月　5 日㈰ まつもと歯科クリニック ( 東中 ) 62-2400
　　  12 日㈰ 竹田市荻歯科診療所 ( 桜町南 ) 68-3263
　　  19 日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001
　　  20 日㈪ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001
　　  26 日㈰ 高山歯科医院（殿町） 63-2561
 8 月　2 日㈰ 竹下歯科医院（慶順町） 62-2662

　※診療時間をご確認の上、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　　　　　　　　　　http://www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番病院は、やむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番病院または竹田市消防署（☎
63‐0119）にお電話で確認されるようお願いします。また、
院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束処方
となることがありますのでご了承ください。

　
求
　
人

　
募
　
集

休日及び夜間の在宅当番医

小児科外来休日当番医院

歯科休日当番医院

加
工
所
従
業
員
募
集

◇
南
部
加
工
所

　

竹
田
市
大
字
次
倉
４
７
２
５
‐
１

　

☎
67
‐
２
１
９
１

◇
み
ら
い
香
房
「
若
葉
」

　

竹
田
市
大
字
九
重
野
８
３
０
‐
１

　

☎
67
‐
２
８
０
０

業
務
内
容　

も
ち
類
・
菓
子
類
・
豆
腐
の
製
造

就
業
時
間　

南
部
加
工
所　

午
前
２
時
～

　
　
　
　
　

み
ら
い
香
房　

午
前
３
時
～

●
お
問
い
合
せ

　

南
部
加
工
所

　

☎
67
‐
２
５
６
８
（
真
井
）

　

☎
67
‐
２
２
５
１
（
相
馬
）

　

み
ら
い
香
房
「
若
葉
」　

　

☎
67
‐
２
８
０
０
（
田
ノ
上
）

◇
准
看
護
師
１
人
14
～
20
・
35
万
（
直
）
◇
歯

科
衛
生
士
１
人
11
～
14
万
（
荻
）
◇
作
業
療
法

士
１
人
20
・
63
～
28
・
43
万
（
竹
）
◇
サ
ー
ビ

ス
接
客
１
人
12
・
５
万
（
久
）
◇
夜
間
警
備
１

人
14
・
４
～
15
・
６
万
（
久
）
◇
鮮
魚
加
工
販

売
員
１
人
18
～
30
万
（
竹
）
◇
調
理
補
助
・
清

掃
１
人
13
・
75
～
16
・
25
万
（
直
）
◇
作
業

支
援
員
１
人
12
万
（
久
）
◇
販
売
員
１
人
12
・

93
万
（
竹
）
◇
園
芸
作
業
員
１
人
14
～
17
万

（
竹
）
◇
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
１
人
13
・
44

～
24
万
（
荻
）
◇
ホ
ー
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
係
１
人

15
～
16
万
（
竹
）
◇
管
理
栄
養
士
１
人
18
・
２

～
24
・
４
万
（
直
）
◇
作
業
員
１
人
12
・
５
～

15
万
（
久
）

《
パ
ー
ト
求
人
（
時
給
）》

◇
正
・
准
看
護
師
１
人
９
５
０
～
１
、２
５
０

円
（
竹
）
◇
洗
い
場
係
１
人
６
５
０
～
７
０
０

円
（
荻
）
◇
雑
務
員
１
人
７
０
０
円
（
竹
）
◇

厨
房
員
１
人
７
０
０
～
８
０
０
円
（
竹
）
◇

接
客
係
１
人
６
５
０
円
（
直
）
◇
店
員
１
人

６
５
０
～
７
０
０
円
（
久
）
◇
タ
ク
シ
ー
乗
務

員
１
人
６
３
０
～
７
０
０
円
（
竹
）
◇
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
１
人
１
、２
０
０
～
１
、４
５
０
円

（
竹
）
◇
弁
当
調
整
工
２
人
６
４
０
～
７
５
０

円
（
竹
）
◇
衣
料
品
販
売
員
１
人
６
５
０
～

７
０
０
円
（
久
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野
竹
田
職
業
相
談
室

　

☎
63
‐
１
１
０
１


	full.pdf
	taketan

